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ごみ減量・リサイクルにご協力を

障害者週間のイベント
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市選挙管理委員会事務局�366－7386

松戸市議会議員一般選挙の

住みよい街に
　するためにも、

投票は
大切だよ！

誰に
投票するか、
しっかり

考えなきゃね！

午
前
7
時
〜
午
後
8
時

昭
和
61
年
11
月
20
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

平
成
18
年
8
月
11
日
ま
で
に
本
市
に
転

入
の
届
け
出
を
し
、
引
き
続
き
居
住
し

て
い
る
人
（
本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
）。

※
他
の
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
人
は
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
18
年
11
月
2
日
ま
で
に
市
内
転

居
の
届
け
出
を
し
た
人
は
、
新
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。
11
月
3

日
以
降
に
市
内
転
居
の
届
け
出
を
し
た

人
は
、
前
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

投
票
日
当
日
に
仕
事
が
あ
る
人
や
、

結
婚
式
、
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
予

定
が
あ
っ
て
投
票
日
当
日
に
投
票
に
行

け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

介
助
の
必
要
な
人
は
、
投
票
所
に
支

障
な
く
入
る
こ
と
が
で
き
る
一
階
、
も

し
く
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
が
設
置
さ
れ

て
い
る
期
日
前
投
票
所
（
左
表
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

11
月
18
日

ま
で

の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

投
票
所
整
理
券
（
紫
色
で
印
刷
）
は
、

三
つ
折
り
の
圧
着
ハ
ガ
キ
で
、
11
月
7

日
か
ら
各
世
帯
の
世
帯
主
あ
て
に
郵
送

し
て
い
ま
す
。
表
面
を
は
が
す
と
、
一

枚
の
ハ
ガ
キ
に
同
一
世
帯
の
最
大
四
人

ま
で
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
投
票
日

当
日
ま
た
は
期
日
前
投
票
の
際
は
、
各

自
そ
れ
ぞ
れ
切
り
離
し
て
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

な
お
、
投
票
所
整
理
券
は
、
投
票
所

で
皆
さ
ん
が
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
が
で
き

る
よ
う
に
発
行
す
る
も
の
で
す
。万
一
、

ハ
ガ
キ
を
紛
失
し
た
り
、
ま
だ
届
い
て

い
な
い
人
で
も
、
本
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
投
票
所
整
理
券
は
、
本
人
以
外
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。
他
の
人
が
使
用
す

る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

身
体
が
不
自
由
な
ど
の
た
め
、
投
票

所
で
自
ら
投
票
用
紙
に
記
載
で
き
な
い

人
に
代
わ
っ
て
、
投
票
所
係
員
が
代
理

す
る
代
理
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
選
任
さ
れ
た
二
人
の
係
員

が
立
ち
会
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
投

票
で
き
ま
す
。

ま
た
、
目
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に

も
、
投
票
所
に
は
点
字
器
・
点
字
用
投

票
用
紙
を
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
投

票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

立
候
補
者
の
政
見
・
経
歴
な
ど
を
掲

載
し
た
選
挙
公
報
は
、
11
月
16
日

ま

で
に
、
朝
日
・
産
経
・
千
葉
日
報
・
東

京
・
日
本
経
済
・
毎
日
・
読
売
の
各
紙

朝
刊
に
折
り
込
み
、
配
布
す
る
予
定
で

す
。個
人
的
に
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
役
所
・
支

所
・
市
民
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
な
ど
公

共
施
設
に
も
備
え
て
い
ま
す
。

当
日
午
後
9
時
15
分
か
ら
、
運
動
公

園
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

馬橋支所　2階／　矢切支所　2階／　東部支所　2階 
エレベーターが設置されていない期日前投票所 

松戸市役所　本館2階大会議室（新館のエレベーターを
　利用、新館と本館連絡通路に車いす用階段昇降機あり） 
常盤平市民センター　1階 
小金支所　3階　（エレベーターあり） 
小金原体育館　2階（車いす用階段昇降機あり） 
六実支所　1階 
新松戸市民センター　1階 

1階、もしくはエレベーター等が 
設置されている期日前投票所 

期日前投票所 

「一票で　組み立てられる　社会です」（平成18年度明るい選挙啓発標語松戸市入選作品　横須賀小学校5年・田村朔さんの作品） 



い
つ
の
間
に
か
夏
も
終
わ
り
、

過
ご
し
や
す
い
良
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
季
節
、
秋
と
言
え

ば
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
ね
。
皆
さ

ん
は
体
、
動
か
し
て
い
ま
す
か
？

適
度
な
運
動
は
体
に
良
い
影
響
を

与
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
言
う
ま

で
も
な
い
こ
と
で
す
。

じ
ゃ
あ
、
適
度
っ
て
ど
の
く
ら

い
？
そ
れ
は
一
人
ひ
と
り
で
違
い

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
ス
ポ
ー

ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
、
専

門
の
人
に
聞
い
て
い
た
だ
く
と
し

ま
し
ょ
う
。

じ
ゃ
あ
、
何
が
言
い
た
い
の
？

は
い
。
今
回
は
、
た
と
え
適
度
な

運
動
で
あ
っ
て
も
避
け
ら
れ
な
い

「
け
が
」
の
予
防
に
つ
い
て
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
題
名
に
も

あ
り
ま
す
が
、「
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
」

と
か
「
マ
ウ
ス
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
」

「
ス
ポ
ー
ツ
ス
プ
リ
ン
ト
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ど

れ
も
同
じ
も
の
を
指
し
て
い
ま
す
。

一
番
分
か
り
や
す
い
例
は
、
ボ

ク
シ
ン
グ
の
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
で
す

ね
。
強
い
パ
ン
チ
を
受
け
て
も
歯

が
折
れ
る
の
を
防
い
だ
り
、
歯
が

植
わ
っ
て
い
る
顎
の
骨
を
骨
折
か

ら
守
っ
た
り
、
舌
や
ほ
お
な
ど
の

粘
膜
を
保
護
す
る
役
割
が
あ
り
ま

す
。
顎
関
節
の
保
護
や
、
脳
震
と

う
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

近
年
で
は
、
そ
の
他
の
格
闘
技

や
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
、
体
が

ぶ
つ
か
り
合
う
競
技
で
も
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
そ
れ
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も

「
け
が
」
の
危
険
は
つ
き
物
で
す
か

歯
を
大
切
に 

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫 

　
　
　
　
健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に 

332

電子計算機処理による個人情報の保管等に係る業務の公表について

「松戸市個人情報の保護に関する条例」に基づき、電子計算機処理により行っ
ている個人情報の保管等に係る業務の主なものをお知らせします。
総務課情報公開担当室 366―7107

2

ら
、
あ
ら
ゆ
る
競
技
で
効
果
を
期

待
で
き
る
は
ず
で
す
よ
ね
。

読
者
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
す

で
に
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
言
う

人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
キ
ッ
ト
を
購
入
し
て
自
分

で
作
成
し
た
人
、
歯
科
医
院
で
型

を
取
っ
て
作
っ
た
人
、
両
方
と
も

同
じ
「
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
」
で
す
。

で
も
、
市
販
の
キ
ッ
ト
で
作
っ

た
も
の
は
、
適
合
性
や
強
度
、
細

か
い
調
整
、
衛
生
面
な
ど
で
時
々

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
出
て
く

る
よ
う
で
す
。
強
い
衝
撃
か
ら
確

実
に
口
腔
を
保
護
す
る
に
は
、
適

切
な
強
度
と
ぴ
っ
た
り
と
合
っ
た

適
合
が
不
可
欠
で
す
。
弱
け
れ
ば

衝
撃
に
負
け
て
し
ま
い
ま
す
し
、

パ
カ
パ
カ
で
は
装
着
感
も
悪
く
、

逆
に
「
け
が
」
を
誘
発
し
か
ね
ま

せ
ん
。

マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
の
使
用
に
よ
る

歯
牙
の
破
切
・
脱
臼
や
粘
膜
の
創

傷
の
予
防
効
果
は
、
か
な
り
有
効

で
す
。
も
ち
ろ
ん
オ
ー
ル
マ
イ
テ

ィ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
激
し
い

運
動
を
す
る
選
手
に
は
必
需
品
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

転
ば
ぬ
先
の
杖
。

関
心
の
あ
る

人
は
、
む
し
歯

は
な
く
と
も
歯

科
医
院
の
扉
を

た
た
い
て
み
て

は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

http://m
atsudo.cda.or.jp

マ
ウ
ス
ガ
ー
ド

11月30日�は国民健康保険料〔第6期〕の納期限です。　保険課�366─7353

人間は、だれでも「幸福な生活を送る権利」を持っています。
これが人権といわれるもので、人間が人間らしく生きるために、なくては
ならない権利です。この機会に人権についてもう一度考えてみましょう。そ
して、これは人権問題ではないかと感じたこと、困りごとや心配ごと、子ど
ものいじめ問題での悩みごとなどがありましたら、人権擁護委員へ遠慮なく
ご相談ください。相談は無料で、秘密は固く守られます。また、千葉地方法
務局松戸支局（ 363－6278）でも相談を受け付けています。
※市役所での定例の人権相談は、広報まつどの相談案内（毎月1日号最終面）
をご覧ください。
市民相談課 366－7319

行事名

委　員　名
瀧田泰子
高橋むつき
長谷川智
上野弘一郎
若林桂子
本多八重子
土屋正博
川村絹慧
高原孝子
島尻武雄
池田浩仁

住　　所 電話番号
上本郷3730
上本郷2334の6
馬橋1858
胡録台317の4
二ツ木1688
下矢切350の9
小金原6の7の13の303
大谷口135の4の302
六実1の3の6
常盤平西窪町23の17
大谷口18

�362－2683
�367－1404
�341－5231
�363－4625
�345－3840
�362－4444
�341－4379
�342－7926
�385－0666
�385－6467
�342－1616

日　時 会　場
特設人権
相談所
街頭広報
演奏会

12/4�
11:00～15:00
12/7�
10:30～11:30

伊勢丹松戸店
11階特設会場

費用

無
料松戸駅東西自

由通路

内　容
いじめ・親子・夫婦・扶養等の家庭問題、
差別・いやがらせ等の人権上の問題
保育園児による演奏会および啓
発活動

■特設人権相談所・街頭広報演奏会

人権擁護委員の皆さん （敬称略）

機関名 業務名 主な収集項目 対象者 

市　長 

市民税 

教育 
委員会 

氏名・住所・収入・控除・課税標準・税額・口座・勤務先 

固定資産税 納税義務
者 

氏名・住所・物件所在・地積・地目・評価・建築年・課
税標準・税額・口座 

軽自動車税 氏名・住所・標識番号・車種・税額・口座 
住民記録 氏名・住所・性別・続柄・世帯主・本籍・筆頭者 
印鑑登録 住民 氏名・住所・性別・印鑑登録年月日・印影 
公的個人認証 氏名・住所・性別・生年月日 

外国人 氏名・住所・性別・生年月日・続柄・国籍 
加入者 氏名・住所・基礎年金番号・資格・得喪年月日 

氏名・住所・記号番号・資格・得喪年月日・保険料・
口座・診療報酬額 

被保険者 氏名・住所・記号番号・資格・得喪年月日・保険料・
口座・介護状況 
氏名・住所・性別・生年月日・本籍・資格 

保護者 保護者氏名・住所・児童氏名・所得・保育料 

受給者 氏名・住所・性別・生年月日・続柄・職業・就労状況・
口座・電話番号・扶助額 

使用者 氏名・住所・使用料・口座 
小・中学校就
学児童生徒 氏名・住所・性別・生年月日・保護者氏名 

外国人登録 
国民年金 

国民健康保険 

介護保険 

支援費給付 
保育 

生活保護 

下水道 
入学通知・
学齢簿作成 

電子計算機処理による個人情報の保管等に係る主な業務 

犯罪捜査にご協力を
犯人を早期に逮捕し、事件を解決するために、市民の皆さんにご協力をお願
いします。

犯人の第二、第三の犯行を防ぎ被害の拡大を防止するためにも、勇気を出し
て、警察に届け出るようにお願いします。

…110番または最寄りの警察署・交番
松戸警察署 369―0110、松戸東警察署 349―0110

聖徳大学生涯学習研究所・公民館連携講座

各10:30～12:00（4回目の見学は1日コース） 同大学生涯学習社会
貢献センター（10号館） 市内在住・在勤・在学の人　 先着20人　
材料費500円（博物館見学時の交通費・入館料等は実費）
電話で公民館 368－1214へ

パロマ工業製湯沸器の欠陥について
パロマ工業株式会社が製造した半密閉式ガス瞬間湯沸器7機種（PH－81F、

PH－82F、PH－101F、PH－102F、PH－131F、PH－132F、PH－161F）に
製品の欠陥があることが判明しましたので、該当製品をお持ちの人は、至急、
同社にお問い合わせください。
0120ー314ー552（土・日曜日、祝日を含む24時間受け付け）

期　日 内　容 講　師
11/22� 郷土玩具、伝承遊びについて知る、学ぶ 同大学助教授・神谷明宏氏

12/  6�
実際につくってみよう！ 
水引きで簡単に作れるポチ袋 水引結道主宰・園部洋子氏

12/13�
欧米のチルドレンズミュージアムでの実践
について 同大学助教授・神谷明宏氏

1/17�
展示物見学会（江戸東京博物館） 
※現地集合、解散 同大学講師・齊藤ゆか氏

2/  7� 展示とは～郷土玩具を展示してみよう！ 同大学学芸員

今年の人権週間強調事項

◆女性の人権を守ろう◆子どもの人権を守ろう◆高齢者を大切にする心を育
てよう◆障害のある人の完全参加と平等を実現しよう◆部落差別をなくそう
◆アイヌの人々に対する理解を深めよう◆外国人の人権を尊重しよう◆ＨＩ
Ｖ感染者やハンセン病患者等に対する偏見をなくそう◆刑を終えて出所した
人に対する偏見をなくそう◆犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう◆イ
ンターネットを悪用した人権侵害はやめよう◆性的指向を理由とする差別を
なくそう◆ホームレスに対する偏見をなくそう◆性同一性障害を理由とする
差別をなくそう◆北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう

人権週間関連行事

■
…12月2日 午後1時30分～4時
…市民会館
…講演「生命（いのち）の感受性」
…無料
市では、人権が尊重され、一人ひとりの市民が安心して
暮らせるまちを築くことを目指しています。人権週間に伴
い、作家・落合恵子さんによる講演会を開催します。
また、講演終了後、和名ケ谷中学校（第12回東関東吹奏楽コンクール金
賞受賞）による吹奏楽の演奏が行われます。

が
く



3

平
成
17
年
度
の
市
の
ご
み
処
理
量

は
、
前
年
度
よ
り
約
四
千

増
え
て
約

十
五
万
三
千

と
、
約
三

増
加
し
ま

し
た
。
特
に
、
家
庭
ご
み
の
増
加

（
三
・
五

）
が
目
立
ち
ま
す
。
埋

め
立
て
さ
れ
た
焼
却
灰
は
、
前
年
度
よ

り
約
十
一

増
加
し
て
約
一
万
四
千
五

百

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
ご
み
処
理
経
費
の
削
減
を
図

っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
の
ご
み
処
理

費
用
は
七
十
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

最
終
処
分
場
が
な
い
松
戸
市
は
、
最
終

処
分
を
市
外
・
県
外
の
民
間
処
分
場
に

頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。環

境
へ
の
負
担
を
少
な
く
し
、
こ
う

し
た
経
費
を
抑
え
る
た
め
に
も
、
ご
み

を
出
さ
な
い
工
夫
が
大
切
で
す
。

「
ご
み
を
出
さ
な
い
」「
く
り
返
し

使
う
」「
可
能
な
限
り
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
」「
ど
う
し
て
も
利
用
で
き
な
い
ご

み
は
正
し
く
処
分
す
る
」。
市
民
一
人

ひ
と
り
が
こ
の
意
識
を
持
っ
て
行
動
す

れ
ば
、
ご
み
は
確
実
に
減
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。環

境
計
画
課

表1　総ごみ量等の推移
年　度
人　口
総ごみ量
原単位

平成15年度
47万2,728人 

15万4,524�（▲0.4%）
893.1�（▲1.1%）

平成16年度 
47万4,078人 

14万8,761�（▲3.7%）
859.7�（▲3.7%）

 平成17年度 
47万2,504人 

15万2,684�（2.6%）
885.3�（3.0%）

※人口は各年10月1日現在
※原単位＝市民一人が1日当たりに排出するごみ量〔総ごみ量÷人口（10月1日現在）
÷365日（366日）〕

※市は、焼却灰・資源残さ・不燃残さの最終処分
を秋田県大館市・小坂町、長野県中野市、福島
県小野町、山形県米沢市、千葉県銚子市の各民
間最終処分場に委ねています。 ※ごみ処理手数料は、事業系ごみ、市民が清掃施設へ搬入した

ごみ、粗大ごみ等を処理する際に徴収しています。

表2　排出源別ごみ量の推移　　
年度 
家庭系 
事業系 
その他 
合　計

表3　リサイクル量の推移

リサイクルするプラスチック  
資源ごみ（ビン・缶・金属・紙等） 
ペットボトル  
焼却灰（エコセメント）  
有害ごみ  
集団回収  
リサイクル量の合計（Ａ）  
総ごみ量（Ｂ）※公共回収＋集団回収  
リサイクル率（Ａ÷Ｂ×100％）  

  
7,791�

1万2,644�
317�
2,377�
154�

2万7,578�
5万0,861�
18万2,345�

27.8�

   
8,029�

1万1,347�
1,152�
2,324�
148�

2万7,187�
5万0,187�
17万7,061�

28.3�

  
7,949�

1万3,592�
1,163�
1,439�
144�

2万7,928�
5万2,215�
18万1,746�

28.7�

 10万5,037� （▲0.2%）
  4万5,678� （▲0.4%） 

3,809� （▲5.2%）
 15万4,524� （▲0.4%）

 
 10万1,906�   （▲3.0%）
 4万3,665�   （▲4.4%）
 3,190� （▲16.3%） 
 14万8,761�   （▲3.7%）

 
 10万5,439�    （3.5%）
 4万4,136�    （1.1%）
 3,109� （▲2.5%）
15万2,684�     （2.6%）

表4　最終処分量の推移（資源化物を除く）市外：民間処理委託

焼却灰
資源残さ
不燃残さ
計

平成15年度
 1万4,384�
2,934�
1,280�

1万8,598�

平成16年度
1万3,003�
2,528�
951�

1万6,482�

平成17年度
1万4,461�
2,640�
1,148�

1万8,249�

表5　ごみ処理費用の推移

ごみ処理費用 
トン当たり費用 
一世帯当たり費用 
一人当たり費用

 平成15年度
 73億1,165万円
4万7,242円
3万8,108円
1万5,467円

 平成16年度
71億2,989万円
4万7,573円
3万6,706円
1万5,039円

平成17年度
71億568万円 
4万6,195円
3万6,868円
1万5,038円

表6　廃棄物処理手数料による収入 （一般廃棄物16.8円/kg、産業廃棄物29.4円/kg）    

ごみ処理手数料徴収額
 平成15年度
 8億5,176万円

 平成16年度
8億1,346万円

平成17年度
8億2,277万円

平成16年度 平成15年度 平成17年度 

平成16年度 平成15年度 平成17年度 

（　）内は前年比

（　）内は前年比

高柳子ども会では、地域の皆さんの協力を得て、紙・布類・缶・びん・
ペットボトルの集団回収に取り組んでいます。また、高柳町会では、ごみ
集積所の掃除当番を交代で行うほか、市が出している「家庭ごみの分け
方・出し方」チラシをよく見て、きちんと分別してごみ出しすることをお
互いに気を付けています。

公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
の
利
用

例
（
写
真
付
き
の
場
合
）

・
印
鑑
登
録
申
請
時
の
本
人
確
認

・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給
申
請
を
す
る
時

の
本
人
確
認

・
銀
行
で
口
座
開
設
や
口
座
解
約
を
す

る
時
の
本
人
確
認

・
郵
便
局
で
書
留
を
受
け
取
る
時
の
本

人
確
認

転
入
転
出
の
特
例

他
の
市
区
町
村
に
引
っ
越
し
を
す
る

場
合
、
付
記
転
出
届
を
松
戸
市
に
郵
送

す
れ
ば
、引
っ
越
し
先
の
市
区
町
村
に
、

住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
転
入
届
を
す

る
だ
け
で
、
手
続
き
が
済
み
ま
す
。

③
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
人
の
「
住

民
票
の
写
し
」
が
、
全
国
ど
こ
の
市
区

町
村
で
も
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
住

基
カ
ー
ド
が
な
く
て
も
、
運
転
免
許
証

や
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
官
公
庁
が
発
行
し

た
身
分
証
明
書
が
あ
れ
ば
、
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き

に
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証

明
書
の
保
存
用
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。

申
請
で
き
る
人

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
（
十
五

歳
未
満
の
人
と
成
年
被
後
見
人
は
、
法

定
代
理
人
だ
け
が
申
請
で
き
ま
す
）

申
請
窓
口

市
民
課
お
よ
び
各
支
所
（
八
支
所
）

※
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
申
請

で
き
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
官

公
庁
が
発
行
し
た
写
真
付
き
身
分
証
明

書
・
印
鑑
・
写
真
付
き
カ
ー
ド
の
場
合

は
、
写
真
一
枚
（
縦
四
・
五

×
横

三
・
五

。正
面
・
無
帽
・
無
背
景
で
、

六
カ
月
以
内
の
も
の
。
カ
ラ
ー
・
白
黒

い
ず
れ
も
可
）

種
類
…
二
種
類
（
写
真
付
き
・
写
真

な
し
）
か
ら
選
べ
ま
す
。

有
効
期
間
…
十
年

交
付
手
数
料
…
五
百
円

※
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書
を
持
っ
て

い
な
い
人
や
、
本
人
が
手
続
き
に
来

ら
れ
な
い
場
合
な
ど
、
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

リサイクル、正しい分別やっていますか？

今年も、市内河川で油流出事故
が発生し、対策に苦慮しています。
近年、市内の川がますますきれ
いになり、少量の油類でも川を汚
してしまいます。
きれいな川を守るため、各家

庭・各事業場で、再度油類の流出
防止にご協力をお願いします。

◎台所で使用した天ぷら油等の油
類を流さない

◎自動車等の機械類の整備から出
る油は、適正に処理する

◎ストーブ等の残灯油の処分を適
正にする

◎油水分離槽の管理を適正にする
環境保全課水質保全係 366―

7337

きれいな川を守るために
油類の取り扱いに
気をつけましょう



乳幼児が病気の回復期にあって、保育所や幼稚園、家庭における保育が困難
な場合、一時的に保育を行う病院併設の保育園が、市内に2カ所あります。

次の全てに該当する乳幼児 市内に住所があるか、市内の保育所に入所
している 生後57日目から就学前日までの年齢にある③病気回復期のため、集
団保育や家庭保育が困難である場合　 市民＝4時間以内1,200円、以降1時間
につき300円（市外の人は別料金） 事前に保育園に予約し、申請。

※生活保護世帯、前年度市民税非課税世帯に該当する場合は、予約時に申し出
てください。また、申請時に証明書を提示してください。
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●
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
教

室
作
品
展
示

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

障
害
の
あ
る
人
が
ふ
れ
あ
い
22
へ
通

い
、
作
り
上
げ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す

（
陶
芸
・
ゆ
び
編
み
ほ
か
）

12
月
３
日

午
前
10
時
〜

午
後
３
時健

康
福
祉
会
館
（
ふ
れ
あ

い
22
）
＝
左
下
地
図
参
照

（
午
前
10
時
〜
正
午
）

「
夢
を
創
ろ
う
、
育
て
よ
う
」

〜
人
間
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
チ
ャ
ン
ス

を
つ
か
む
か
、
わ
か
ら
な
い
。
常
に
前

向
き
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
た

い
〜

…

オ
ー
エ
ッ
ク
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
広
報
室
・
花
岡
伸
和
氏
　

※
車
い
す
の
展
示
・
紹
介
も
同
時
に
実

施
し
ま
す
。

●
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

午
後
０
時
15
分

か
ら
）

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
教

室
か
ら
コ
ー
ラ
ス
・
社
交
ダ
ン
ス
ほ
か
　

●
権
利
擁
護
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
30
分
）

●
福
祉
作
業
所
紹
介
コ
ー
ナ
ー

●
参
加
・
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

午

前
10
時
〜
午
後
３
時
）

①
朗
読
・
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

②
疑
似
体
験
（
視
覚
障
害
・
高
齢
者
の

状
態
を
体
験
・
車
い
す
試
乗
体
験
）

③
創
作
体
験
（
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
教
室
の
各
種
講
座
を
体

験
）

④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
（
お
も
ち
ゃ
の

図
書
館
・
お
も
ち
ゃ
の
病
院
）

●
そ
の
他

聖
徳
大
学
音
楽
療
法
学
科
学
生
に
よ

る
演
奏

☆障害者週間とは

12月9日は、1975年（昭和50年）に国際連合で
「障害者の権利宣言」を採択した日であり、12月9日
以前の1週間（12月3日～9日）を障害者週間としてい
ます。
障害者週間は、障害者基本法により、国民が広く
障害者の福祉について理解と関心を深め、障害者が
積極的に社会に参加する意欲を高めるための運動期
間です。

施設名 

所在地 

新松戸乳幼児健康支援デイサービ
スひまわり保育園（新松戸中央総
合病院） 

八柱乳幼児健康支援デイサービスひ
よこ保育園（新八柱台病院） 

電話番号 

新松戸1の192　ソフィア新松戸
102号（JR新松戸駅から徒歩7分） 

日暮1の7の2　新八柱台病院新館6
階（JR武蔵野線新八柱駅、新京成
八柱駅から徒歩1分） 

保育時間 
309－6622 387－8351

休業日� 
平日…8:00～19:00、土曜…8:00～12:30
日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日） 

お子さんの養育を家庭で行うことが困難な時に、一時的にお子さんの養育
をするサービスです。
ショートステイ（短期入所）… 保護者等が疾病・出産・看護・事故・

出張・冠婚葬祭に出席する場合など　 原則として7日間まで
夜間養護（午後6時～10時）… 保護者等の恒常的な残業の場合など　
おおむね6カ月
休日養護（午前7時～午後6時の間でおおむね8時間以内）… 保護者等

が休日に仕事等により不在の場合など
児童養護施設「晴香園」（根木内145） とも原則満1歳以上

の児童　 食事やその他身の回りの援助　 6人　 下表のとおり

電話または直接、児童養護施設「晴香園」 345－2722へ

11月30日 、12月7日 ・21日 以降毎月2回木曜日（不定期）午後2時30分
～4時　 子すずめ子育て支援センター（子すずめ保育園内） 0歳児か
らできる“わらべうた”の紹介“子育てちょこっとメモ”では子育ての知識や情
報交換など　 妊婦と0歳児の親子　 先着親子20組
※第2・4金曜日に開放している“まめっちょフロア”の対象年齢が1歳～未就園
児に変わります。
同センター 387－0124

10月から障害者自立支援法の地域生活支援事業が実施され、新しい事業
として、｢障害者相談支援事業｣が始まりました。専門の相談員が相談をお
受けしますので、まずお電話ください。
●ほほえみ（身体、知的障害） 388－6222
●おおぞら（精神障害） 388－6225

月曜日～金曜日（祝日を除く）の午前9時～午後5時　 障害
者福祉センター（ふれあい22） 福祉サービスの利用の仕方、
生活の困りごと、福祉の分野の情報提供　 無料　
※地域活動支援センターⅡ型（デイサービス）事業は、同会場で実施して
います。
障害福祉課 366－7348

区　　　分 
ショートステイ（1日当り） 夜間・休日養護等（1回当り） 

その他世帯 
市民税非課税世帯 

2歳未満児 
1,100円 
5,500円 

2歳以上児 
1,100円 
2,850円 

夜間養護 
350円 
800円 

休日養護 
   350円 
 1,400円 

市内26カ所の福祉施設では、障害者が通
い、自立に向けて生産品を作るなどの活動を
行っています。ふれあいフェスティバルでは、
一つひとつ丁寧に作られた品を展示即売しま
すので、この機会に手にとってご覧ください。
皆さんのご来場をお待ちしています。
11月24日 ～26日 午前10時～午後3時
伊勢丹松戸店前広場（プラザ） 手

作り品（縫製品・木工品・陶芸品・菓子ほか）
の販売、各福祉施設の紹介、バザー
障害福祉課のぞみ学園 368－1632

 

 

 

健康福祉会館（ふれあい22）案内図 

★交通案内★ 
・新京成五香駅西口から徒歩
13分 
・新京成八柱駅、JR武蔵野線
新八柱駅、新京成常盤平駅
から新京成バス「牧の原団
地」行きで終点下車徒歩3分 
※バス時刻は新京成電鉄松戸
営業所（�387―0388）へ
お問い合わせください。 

障害者・高齢者に関する人権問題、法律問
題（財産問題、金銭問題、家族問題）全般に
ついて無料電話相談を行います。

12月11日 午後1時～4時
臨時電話 043－227－9100
※面談を希望される人は、あらかじめ千葉県
弁護士会に電話で申し込んでください
（相談は無料）。
千葉県弁護士会 043－227－8431

障害者週間記念事業

ふれあい相談室開設のご案内

花岡伸和氏 <プロフィール>

（車いす陸上競技選手）

●1976年生まれ
●1992年バイク事故で脊髄
を損傷

●1994年全国身体障害者ス
ポーツ大会福島大会出場
5000ｍ／初レース

●2004年アテネパラリンピ
ック出場

障害者・高齢者の人権・法律110番
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…
1
月
10
日

〜
31
日

…
11
月
15
日

か

ら
保
育
課
（
市
役
所
新
館
七
階
）
ま
た

は
各
保
育
所
で

…
児
童
の
保
護
者
が
次
の
①

〜
⑥
項
目
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
家

庭
。

①
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

②
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
日
常
の
家

事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

③
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
が
な
い

（
出
産
月
を
は
さ
ん
で
前
後
二
カ
月
以

内
、
双
子
以
上
の
場
合
は
出
産
前
十
四

週
・
後
二
カ
月
以
内
）。

④
疾
病
、
負
傷
ま
た
は
心
身
に
障
害
が

あ
る
。

⑤
同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し
て
い

る
。

⑥
震
災
や
風
水
害
、
火
災
、
そ
の
他
の

災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
。

※
保
護
者
以
外
の
人
が
児
童
を
保
育
で

き
る
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
児
童
が
集
団
保
育
に
適
さ
な
い
と
認

め
ら
れ
る
と
き
は
、
入
所
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
二
人
以
上
の
就
学
前
児
童
が
い
る
場

合
は
、
そ
の
全
員
の
入
所
申
し
込
み

が
な
け
れ
ば
原
則
と
し
て
入
所
で
き

ま
せ
ん
。

※
入
所
で
き
る
人
数
よ
り
も
、
申
し
込

み
が
多
い
場
合
に
は
、
提
出
書
類
等

に
よ
り
、
順
番
を
つ
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

…
訪
問
調
査
と
書
類
審

査
の
後
、
平
成
19
年
3
月
上
旬
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

産
休
・
育
休
明
け
の
入
所
予
約
の

申
し
込
み
が
で
き
ま
す

就
労
し
て
い
る
保
護
者
が
、
産
休
ま

た
は
育
休
明
け
後
に
職
場
復
帰
す
る
こ

と
が
明
ら
か
な
場
合
に
限
り
、
入
所
の

予
約
申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
て
い
ま

す
。

※
予
約
の
申
し
込
み
は
、
市
役
所
保
育

課
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
保
育
所
で

は
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

原
則
と
し
て
入
所
希
望
年
度
に
お
い

て
、満
一
歳
に
達
し
て
い
な
い
児
童
が
、

予
約
申
し
込
み
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
入
所
予
約
を
さ
れ
て
も
、
在

園
児
数
等
に
よ
り
希
望
す
る
時
期
に
希

望
す
る
保
育
所
へ
入
所
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
保
育
課

か
ら
事
前
に
連
絡
し
ま
す
。

●
民
間
保
育
所
は
、
産
休
明
け
児
童
か

ら
対
象
（
松
戸
ミ
ド
リ
保
育
園
は
生

後
六
カ
月
の
児
童
か
ら
）

●
市
立
保
育
所
は
、
生
後
六
カ
月
の
児

童
か
ら
対
象
（
松
飛
台
保
育
所
の
み

産
休
明
け
児
童
か
ら
）

●
常
盤
平
保
育
所
の
み
、
4
月
1
日
時

点
で
満
年
齢
が
一
歳
に
な
る
児
童
か

ら
対
象

少子化が進む一方で、核家族化の進行・共働き世帯の増加などにより、
松戸市の保育所利用者は年々増加し、保育に係る経費も増大しています。
現下の社会・経済状況や国・県の制度改正などにより、市全体の財政状
況は悪化しており、保育に要する経費の増大は市の財政に大きな負担とな
っています。
限られた財政状況の中で多様な保育ニーズに対応していくため、市では、
有識者や市民代表で構成された松戸市児童福祉懇話会からの提言および松
戸市行財政改革計画に基づき、公立保育所の民営化に取り組んでいます。
保育課企画調整係 366―7351

12月14日 市役
所本館2階休憩室兼会議室
※詳細は12月4日 までにお問
い合わせください。
保育課市立保育所担当室

366―7351

開始日 保育所名 サービスの 
拡大個所 

平成19年度 
（予定） 

平成18年度 

平成17年度 馬橋保育所 

小金西保育所 

貝の花保育所 
保育時間の延長。
その他サービス拡
大を検討中 

保育時間の延長、
給食内容の充実、
施設の改善、連続
性のある職員配置 

保育所民営化の現状と予定 
委託先 
法人名 

社会福祉法人
つくし会 

社会福祉法人
にじの会 

社会福祉法人
恩恵会 

公立保育所の民営化に取り組んでいます 市立保育所への
安全・良質な

給食材料の供給者を募集

● …保育所によって異な
りますが、0歳から就学前までの
お子さんをお預かりしています。

● …保護者の勤務時間や
通勤時間などの都合に合うよう、
延長保育を含め下表のように開
所時間を設けています。

● …日曜日・祝日・年末年
始。夏休みのような長期的な休
みはありません。

● …月曜日から金曜
日は、完全給食です。土曜日は、
お弁当持参です。

● …各家庭の前年分所得税額
（0円の場合はさらに前年度住民
税額）を基に算定します。また、
延長保育を利用する場合、延長
保育料が加算されることがあり
ます。

保育所はこんなところ

保育所（園）名 住　　　　所設置主体 年齢資格 電話番号 開所時間
小羊保育園 上矢切113社福 産休明け 362－5916 Ａ 松戸ひばり保育園 西馬橋1丁目28の16社福 産休明け3歳未満 346－0336 Ａ

いわさき保育園 西馬橋3丁目49の2社福 産休明け 341－0941 Ａ

さくら保育園 小金原4丁目37の15社福 産休明け 342－0661 Ａ

第二平和保育園 松戸1394社福 産休明け 367－0105 Ａ

新松戸ベビーホーム 新松戸6丁目118の1社福 産休明け3歳未満 344－3222 Ａ

若芝保育園 小金原8丁目19の20社福 産休明け3歳未満 343－1762 Ａ

つぼみ保育園 上矢切1101の2社福 産休明け 368－7811 Ａ
松戸南保育園 小山523の5社福 産休明け 368－0366 Ａ
第一平和保育園 岩瀬608の6社福 産休明け 367－0123 Ａ
梨香台保育所 高塚新田494の9市 6カ月 391－3710 Ａ

馬橋西保育所 西馬橋広手町123市 6カ月 344－8001 Ａ

新松戸中央保育所 新松戸3丁目111市 6カ月 344－7221 Ａ

小金西保育所（注1） 新松戸北2丁目11の3市 6カ月 345－4994 Ａ
新松戸北保育所 新松戸7丁目145市 6カ月 346－5161 Ｂ

小金北保育所 中金杉3丁目192市 6カ月 344－4155 Ａ
小金保育所 小金444市 6カ月 341－2644 Ａ
コアラ保育所 小金原4丁目6市 6カ月 343－1262 Ｂ

小金原保育所 小金原6丁目4の2市 6カ月 341－2643 Ｂ

松戸ミドリ保育園 仲井町1丁目32の6社福 6カ月 308－2866 Ｃ
貝の花保育所（注2） 小金原8丁目11の1市 6カ月 344－0020 Ａ

新松戸南部保育所 新松戸南2丁目17市 6カ月 344－0010 Ｂ

松ケ丘保育所 松戸新田554の2市 6カ月 368－9191 Ｂ

北松戸保育所 上本郷3870市 6カ月 362－8282 Ａ

八柱保育所 日暮4丁目5の2市 6カ月 392－2955 Ｂ

パンダ保育所 常盤平3丁目25市 6カ月 386－0802 Ａ

牧の原保育所 牧の原2の73市 6カ月 385－0997 Ｂ

六実保育所 六高台1丁目40市 6カ月 385－0998 Ａ
古ケ崎第二保育所 古ケ崎1丁目2994市 6カ月 363－4004 Ｂ

古ケ崎保育所 古ケ崎4丁目3617市 6カ月 367－9981 Ｂ

馬橋保育所（注1） 三ケ月1534市 6カ月 342－1097 Ａ

松飛台保育所 五香西4丁目44の1市 産休明け 384－2421 Ｂ

常盤平保育所 常盤平西窪町11の7市 1歳 387－6762 Ｂ

野菊野保育園 野菊野5社福 産休明け 365－8385 Ａ

上本郷保育園 上本郷2292社福 産休明け 366－0675 Ａ

八景台保育園 松戸新田605の58社福 産休明け 364－7802 Ａ
稔台保育園 稔台2丁目12の1社福 産休明け 362－5536 Ａ
子すずめ保育園 日暮1丁目8の4社福 産休明け 387－9874 Ａ

三空保育園 金ケ作216の10社福 産休明け 384－6959 Ａ
金ケ作保育園 金ケ作306社福 産休明け 385－8863 Ａ

六高台保育園 六実6丁目13社福 産休明け 394－5161 Ａ
こうぜん保育園 六実5丁目1の1社福 産休明け 311－3711 Ａ

けやきの森保育園 中和倉331社福 産休明け 344－5026 Ａ

さわらび保育園 栄町3丁目183社福 産休明け3歳未満 362－1530 Ａ

二十世紀ケ丘保育所 二十世紀が丘戸山町73市 6カ月 391－2200 Ｂ

保育所（園）名 住　　　　所設置主体 年齢資格 電話番号 開所時間

市内保育所（園）一覧
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一般会計
平成17年度の決算額は、歳入1,127億7,132万2,343円、歳出1,075億2,598万1,484円と前年度と
比較しますと、歳入は9.86％、歳出は11.16％の減となっています。
地方公共団体の財政力を示す財政力指数は0.916で、前年度（平成16年度）の0.903を0.013ポイ
ント上回りました。
また、財政構造の弾力性を示す経常収支比率は89.7％で前年度より0.3ポイントの減少、公債費
比率は14.8％と前年度と同ポイントとなりました。

特別会計
特別会計とは、国民健康保険などの特別な事業を行う場合や、松戸競輪など特定の収入で事業を
行う場合に、一般会計と区別するために設置した会計です。
平成17年度の国民健康保険特別会計ほか6特別会計の決算額は、歳入1,163億5,701万6,459円、
歳出1,140億4,620万9,937円で前年度と比較すると、歳入は23.08％、歳出は23.8％の増加となっ
ています。

平成17年度の病院事業および水道事業会計の決算額は、収益的収入と資本的収入の合計が190億
2,510万3,309円、収益的支出と資本的支出の合計が202億9,967万4,334円で、前年度と比較すると、
収入は6.3％の増加、支出は13.99％の増加となっています。
各企業とも健全な公営企業の経営に努めています。

住民の負担状況

ごみの収集や福祉など、市民の皆さん
からの要望はさまざまな分野にわたって
います。それにこたえるためには、多く
の経費が必要で、皆さんに負担していた
だく税金をはじめ、国からの補助金や市
債で賄われています。
※平成18年3月31日現在の人口・世帯数
で算出

…地方公共団体の豊かさを表す数字です。
1を超えるほど財源に余裕があり、財政力が豊かであ
るとみることができます。

…人件費や社会福祉費な
ど、毎年決まって支払う必要のある経
費が、市税など毎年市に経常的に入っ
てくるお金に対して、どれくらいの割
合で充当されているかを表す数字で
す。80％を超えると、財政構造の弾力
性が失われつつあると言えます。

…市税などの一般財源が、どれだけ市債
（市が国や金融機関などから借りている資金）の返済
に充てられているかを示す指標です。一般には15％
を超えると「健全財政の黄信号」と言われています。

区　分 1世帯当たり 1人当たり

市 民 税 15万8,378円 6万7,109円

固定資産税 11万7,818円 4万9,923円

都市計画税 2万1,339円 9,042円

そ の 他 1万9,836円 8,405円

合　計 31万7,371円 13万4,479円

区　　　　分 予　算　現　額 決　算　額
水
道
事
業

収益的収入 15億7,724万8,000円 15億5,105万2,548円
収益的支出 15億3,324万7,000円 14億7,367万7,911円
資本的収入 4億3,139万3,000円 5億4,621万282円
資本的支出 9億7,502万2,956円 9億3,202万2,249円

病
院
事
業

収益的収入 167億7,963万5,000円 160億244万2,679円
収益的支出 167億7,963万5,000円 165億9,200万2,906円
資本的収入 9億2,365万4,000円 9億2,539万7,800円
資本的支出 13億3,442万円 13億197万1,268円

企業会計

※収入額が支出額に不足する額は、内
部留保資金で補てんします。

会　　計　　名 予　算　現　額 収　入　済　額 支　出　済　額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 390億5,467万2,000円 389億4,631万4,256円 381億2,590万6,324円
松 戸 競 輪 特 別 会 計 315億6,976万8,000円 249億886万6,227円 243億1,131万5,347円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 130億9,456万5,000円 129億5,471万9,903円 125億1,489万757円
公設地方卸売市場事業特別会計 3億8,460万9,000円 3億9,160万832円 3億4,680万5,152円
老 人 保 健 事 業 特 別 会 計 244億5,137万4,000円 242億8,023万6,033円 241億1,335万7,391円
駐 車 場 事 業 特 別 会 計 1億2,771万8,000円 1億2,857万460円 1億744万6,025円
介 護 保 険 特 別 会 計 146億8,398万3,000円 147億4,670万8,748円 145億2,648万8,941円

合　　　計 1,233億6,668万9,000円 1,163億5,701万6,459円 1,140億4,620万9,937円

松戸市行財政改革計画の平成17年度決算状況は、計画目標額44億3,580万円に対し、決算額は65
億7,165万円で計画目標額より21億3,585万円多く財源を確保することができました。このため、平
成17年度は予定していた財政調整基金2億5,300万円を取り崩さずに済みました。また、平成16年
度も20億5,800万円を取り崩さずに済みましたので合わせて23億1,100万円を取り崩さずに済んだ
ことになります。
区　分 計画額ａ 決算額ｂ 差引ａ－ｂ 説　　　　明
歳　入 12億6,891万円 22億6,720万円 9億9,829万円 市税等収納率の向上や未利用資産の売却
歳　出 19億9,311万円 27億4,765万円 7億5,454万円 事業方策や目標の変更による事業の再構築等
歳　出 11億7,378万円 15億5,680万円 3億8,302万円 職員定数減や事業の合理化による総人件費の抑制
合　計 44億3,580万円 65億7,165万円 21億3,585万円

平成18年3月31日現在
( 住民基本台帳より）

469,090 人
198,707 世帯

一般会計（款） 会　計　名 平成18年度予算額 平成17年度決算額

民　生　費
国民健康保険特別会計 17億1,156万円 32億6,493万円
介護 保険 特別 会計 25億9,178万円 22億3,132万円

土　木　費
駐車場事業特別会計 ─ 0
下水道事業特別会計 49億1,815万円 49億5,310万円

衛　生　費
老人保健事業特別会計 16億8,788万円 18億3,729万円
水 道 事 業 会 計 1億2,952万円 1億3,196万円
病 院 事 業 会 計 22億3,027万円 22億3,956万円

商　工　費 公設地方卸売市場事業
特 別 会 計 1億3,310万円 1億4,230万円

合　　　　　　計 134億226万円 148億46万円
※平成18年度は9月補正後の予算額

一般会計から特別・企業会計への繰出金の状況

幼稚園の振興事業に
特色ある学校づくりの推進のために
小中学校校舎の大規模改造と耐震改修に

中小企業資金融資預託金に
中小企業融資資金利子補給金に

5億8,743万円
5億2,399万円
1億529万円

7億3,812万円
5億909万円
2億9,740万円
2億720万円

9億1,868万円
3億8,158万円
9,859万円

6億8,281万円
1億3,432万円
1億5,758万円

5億3,866万円
1億5,844万円

2億3,278万円
4,426万円

2億円
2,140万円

消防指令管制システムのために
消防車両の購入に

自転車の放置防止対策に
防犯灯の整備事業に

成人と高齢者の健康のために
各種予防接種に
乳幼児の健康診査に

21世紀の森と広場整備に
街路整備に
排水路の整備等に
市営住宅借上事業に

民間保育所の充実のために
乳幼児医療費の助成に
シニア交流センター整備に

平成 1 7年度に行った主な事業

松戸市行財政改革計画平成 1 7年度決算状況

※歳入は増収額、歳出については削減額を表示しています。

　民生費 
333億3,926万9,099円(31.0%)
社会福祉や児童福祉の充実など 

その他(1.9%)
商工費    8億3,866万6,746円 
議会費    7億5,236万8,186円 
農林水産業費 3億7,255万5,104円 
労働費      6,487万5,825円 
諸支出金          2,940円 

衛生費 
148億652万2,371円(13.8%)
ごみ対策や保健衛生の充実など 

公債費 
141億7,003万375円(13.3%)
市債の返済に充てるもの 

土木費 
127億1,825万7,611円(11.8%)
道路･河川･公園の整備など 

総務費 
124億4,519万1,911円 
(11.5%)
市役所の事務管理や広報
まつどの発行など 

教育費 
123億4,891万2,735円(11.5%)
教育･文化･スポーツの振興
など 

消防費 
56億6,932万8,581円(5.2%) 

歳出 
1,075億 

2,598万1,484円 
1,075億 

2,598万1,484円 

市税 
630億8,290万2,546円(55.9%)
市民税･固定資産税･市たばこ税･
都市計画税など 国庫支出金     

120億306万8,231円(10.6%)
国が交付する負担金･補助金･委託金 

市債 
64億8,640万円(5.8%)
市が国や銀行から長期
に借りたお金 

繰越金 
40億7,006万7,683円(3.6%)
前年度から受け入れたお金 

地方消費税交付金   
36億6,916万2,000円(3.3%)
県税として徴収した租税が地
方公共団体に交付されたもの 

県支出金       
36億369万9,378円(3.2%)
県が交付する負担金･補助金･委託金 

使用料および手数料  
33億714万6,770円(2.9%)
市の財産を使用した人や､特定の
サービスを受けた人からの対価 

地方特例交付金   
27億4,841万1,000円(2.4%)

減税に伴う税金の減収の一
部を補てんするため､国から
交付されたもの 

諸収入     
21億6,441万4,053円(1.9%)
税の延滞金､競輪事業収入､雑入
など 

その他(3.9%) 分担金および負担金　14億277万6,230円 
自動車取得税交付金　7億7,693万6,000円 

財産収入　5億7,478万9,810円 
繰入金　4億9,659万2,429円 

株式等譲渡所得割交付金　3億4,396万2,000円 
利子割交付金　3億3,528万5,000円 
配当割交付金　2億678万2,000円 

寄附金　5,366万7,379円 
ゴルフ場利用税交付金　1,302万2,834円 
交通安全対策特別交付金　7,589万円 

地方譲与税 
27億4,240万4,000円(2.4%)

地方交付税 
 46億1,394万3,000円(4.1%)
市が標準的な仕事をしてい
く上で必要な経費を算出し､
国から交付されたもの 

歳入 
1,127億 

7,132万2,343円 
1,127億 

7,132万2,343円 



7億6,973万2千円 
(280万円) 

128億207万4千円 
(2,082万円) 

343億8,986万4千円 
 (30万円) 

147億3,107万円 
 6,292万5千円 

3億5,907万4千円 
 7億3,022万円 

( 2億5,205万9千円) 
130億7,128万4千円 
 58億7,671万5千円 

(490万円) 
125億4,205万6千円 

 1千円 
 140億5,305万1千円 

 2千円 
 3億円 

( 2億8,087万9千円) 
1,096億8,806万8千円 

 0.7  
 

11.7 

 
31.4 

 
13.4 

0.1 
 0.2 
 0.7 
 

11.9  
5.4 
 

11.4 

 0.0 
 12.8 
 0.0 
0.3 
 

100.0

3億7,212万4千円 
(0円) 

49億7,376万9千円 
(0円) 

162億3,511万3千円 
(0円) 

 67億3,172万6千円 
3,296万1千円 

2億3,602万1千円 
 4億3,650万2千円 
(9,997万4千円) 
59億4,289万4千円 
26億4,713万8千円 

(365万7千円) 
 50億5,168万1千円 

 0 
 52億8,437万8千円 

 0 
 0 

(1億363万1千円) 
479億4,430万7千円 

 48.3  
 (0.0) 
38.9  

(0.0) 
 47.2  
 (0.0) 
45.7  

 52.4  
 65.7  
 59.8  
(39.7) 
 45.5  
45.0  
 (74.6) 

40.3  
 0.0  
 37.6  
 0.0  
 0.0  
(36.9) 
 43.7

議 会 費  
 
総 務 費  

民 生 費  
 
 
衛 生 費  

労 働 費  
農林水産業費 
商 工 費  

土 木 費  
 

消 防 費  
 
教 育 費

 
災害復旧費  
公 債 費  
諸 支 出 金  
予 備 費  

合 計  

科　　目 予算現額 構成比％ 4月～9月末支出済額 執行率％ 

7

148億4,294万8千円
土地開発基金　　　　　　　　　　　　　 48億円
財政調整基金　　　　　　　 55億9,027万9千円
高額療養費貸付基金　　　　　　　　 1,500万円
学童災害共済基金　　　　　　　　 1,915万1千円
松本清奨学基金　　　　　　　　　 4,716万3千円
福祉基金　　　　　　　　　　 1億2,572万6千円
美術品等取得基金　　　　　　　　 4億1,000万円
国民健康保険事業財政調整基金　　 8億5,000万円
松戸市営白井聖地公園基金　　　　 7,111万6千円
文化施設建設基金　　　　　　 1億2,288万4千円
市債管理基金　　　　　　　　　　　 2,500万円
平和基金　　　　　　　　　　　　　　　 1億円

平
成
18
年
度
上
半
期
（
4
月
1
日
〜
9
月
30
日
）

予
算
執
行
状
況

市は、教育・福祉・土木などさまざまな事業を行っています。これらは通
常、市民の皆さんに負担していただく市税、国や県からの補助金など、その
年度内の収入で賄われています。しかし、事業の効果が後世に及ぶものにつ
いては、国や金融機関などから長期で返済する資金（市債）を借り、それを
費用の一部に充てて事業を進めています。
平成18年度9月30日現在の地方債現在高は、下のグラフのとおりです。

一般会計

科目 予算現額 構成比％ 4月～9月末収入済額 収入率％
市　　　　税 632億円 57.6 351億5,901万4千円 55.6 

地　方　譲　与　税 40億6,000万円 3.7  18億2,857万4千円 45.0
利子割交付金 4億円 0.4 1億128万2千円 25.3
配当割交付金 1億1,000万円 0.1 1億2,472万1千円 113.4

株式等譲渡所得割交付金 4,000万円 0.0 94万8千円 2.4
地方消費税交付金 38億円 3.5 22億5,767万7千円 59.4
ゴルフ場利用税交付金 1,400万円 0.0 505万4千円 36.1
自動車取得税交付金 7億4,000万円 0.7  2億6,962万2千円 36.4
地方特例交付金 21億5,044万2千円 2.0 21億5,044万2千円 100.0
地 方 交 付 税 29億5,914万7千円 2.7 23億4,273万6千円 79.2

交通安全対策特別交付金 7,500万円 0.1 5,098万7千円 68.0
分担金および負担金 14億6,463万6千円 1.3  5億9,458万1千円 40.6
使用料および手数料 32億1,888万4千円 2.9 17億1,515万5千円 53.3

国 庫 支 出 金 （8,015万1千円)
119億5,708万5千円 10.9 (0円)

51億4,473万円
(0.0)
43.0 

県　支　出　金 (3,240万2千円) 
39億6,928万9千円 3.7 (0円)

10億292万円
(0.0)
25.3

財　産　収　入 4億5,485万2千円 0.4 5,729万1千円 12.6
寄 　 附 　 金 2,236万7千円 0.0 2億7,673万9千円 1237.3
繰 　 入 　 金 3億6,172万8千円 0.3 0円 0.0 

繰 　 越 　 金 (1億2,412万6千円)
29億9,735万5千円 2.7

(1億2,412万6千円)
51億2,121万4千円

(100.0)
170.9

諸 　 収 　 入 19億4,628万3千円 1.8 5億8,822万5千円 30.2 

市　　　　　債 (4,420万円) 
57億4,700万円 5.2

(0円)
0円

(0.0)
0.0 

合 　 　 　 計 (2億8,087万9千円) 
1,096億8,806万8千円 100.0 (1億2,412万6千円)

587億9,191万2千円
（44.2)
53.6

歳　入

※（ ）内は、平成17年度の繰越分です。

※（ ）内は、平成17年度の繰越分です。

企業会計

会　計　名 予　算　現　額 4月～9月末収入済額 収入率％ 4月～9月末支出済額 執行率％
国民健康保険特別会計 407億6,240万3千円 145億6,483万8千円 35.7 159億5,905万6千円 39.2
松戸競輪特別会計 227億7,665万円 81億2,766万1千円 35.7 73億481万6千円 32.1

下水道事業特別会計 (1億867万5千円)
127億2,424万円

(2,408万8千円)
53億3,290万2千円

(22.2)
41.9

(9,595万4千円)
40億6,624万8千円

(88.3)
32.0

公設地方卸売市場事業
特 別 会 計 3億6,766万円 2億838万6千円 56.7 1億5,885万2千円 43.2

老人保健事業特別会計 239億1,837万9千円 103億4,684万4千円 43.3 98億2,079万7千円 41.1
駐車場事業特別会計 1億194万3千円 6,885万円 67.5 1,260万2千円 12.4
介護保険特別会計 163億8,798万7千円 74億6,103万5千円 45.5 62億2,755万3千円 38.0

合　　　　計 (1億867万5千円)
1,170億3,926万2千円

(2,408万8千円) 
461億1,051万6千円

（22.2)
39.4

(9,595万4千円) 
435億4,992万4千円

(88.3)
37.2

区　　　　　分 予　算　現　額 4月～9月末収入支出済額 収入・執行率％
水

道

事

業

収　益　的　収　入 15億4,705万6千円 7億2,710万円 47.0
収　益　的　支　出 14億7,134万3千円 5億5,441万6千円 37.7 
資　本　的　収　入 6億7,734万4千円 6,353万円 9.4

資　本　的　支　出 (2,991万7千円)
18億9,103万7千円

(2,627万2千円)
8億9,493万9千円

(87.8)
47.3

病
院
事
業

収　益　的　収　入 169億5,090万5千円 81億6,897万2千円 48.2
収　益　的　支　出 169億5,890万5千円 83億7,802万円 49.4
資　本　的　収　入 7億9,510万3千円 4億9,359万4千円 62.1
資　本　的　支　出 11億7,098万4千円 5億9,656万6千円 50.9

※（ ）内は、平成17年度の繰越分です。
※収入額が支出額に不足する額は、内部留保資金で補てんします。

市有財産の現在高

地方債の現在高

一時借入金の現在高　　　　なし

職員退職手当基金　　　　　　　 11億5,000万円
介護給付費準備基金　　　　　 1億2,952万5千円
高額介護サービス費等貸付基金　　　 1,000万円
高志教育振興基金　　　　　　 1億9,110万4千円
出産費資金貸付基金 800万円
松戸競輪事業財政調整基金 　　　　9億3,800万円
安全で安心なまちづくり基金 　　　1億4,000万円
緑地保全基金 　　　　　　　　　　　　　　1億円

　　22億356万円

土地3,114,711.26㎡（うち土地開発基金15,920.89㎡）
建物888,082.32㎡

総台数399台
(平成18年9月30日現在）

歳　出

50億 100億 150億 200億 250億 300億 350億 600億0
円

0 5000 10000 15000 20000 25000 30000 3500

0 5000 10000 15000 20000 25000 30000 35000 40000

50億 100億 150億 200億 250億 300億 350億0
円

50億 100億 150億 200億 250億 300億 350億 400億0
円

※（ ）内は、平成17年度の繰越分です。

土木債 
274億5,161万円 

衛生債 
94億3,793万円 

総務債 
54億1,768万円 

市民税減税補てん債 
200億5,857万円 

臨時財政対策債 
203億4,359万円 

その他 
56億1,241万円 

下水道債 
778億4,464万円 

病院事業債 
83億683万円 

水道事業債 
34億58万円 

一般会計一般会計 
1044億6,295万円万円 

一般会計 
1044億6,295万円 

企業会計企業会計 
117億741万円万円 
企業会計 

117億741万円 

教育債 
161億4,116万円 

地方債現在高  総計 1,940億1,500万円 

特別会計特別会計 
778億4,464万円万円 

特別会計 
778億4,464万円 

特別会計



松
戸
市
技
能
功
労
者
表
彰
式
お

よ
び
記
念
講
演
会

11
月
26
日

午
後
２
時
〜
３
時
＝
表

彰
式
、
午
後
３
時
〜
４
時
＝
講
演
会

市
民
劇
場
　

四
十
九
人
の
表

彰
と
講
演
「
私
の
輝
く
と
き
〜
環
境
講

談
・
も
っ
た
い
な
い
善
兵
衛
〜
」

講
談
師
・
神
田
紫
氏
（
松
戸
市
も
っ

た
い
な
い
大
使
）

無
料

※
松
戸
市
技
能
功
労
者
表
彰
＝
長
年
に

わ
た
り
技
能
の
研
鑚
を
続
け
、
市
内

で
勤
続
し
た
人
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

電
話
で
商
工
観
光
課

366
・
７
３
２

７
へ世

界
の
文
化
サ
ロ
ン
（
ス
ロ
バ

キ
ア
）

11
月
26
日

午
前
10
時
〜
正
午
　

市
民
会
館
　

同
国
の
文
化
紹
介

・
料
理
の
試
食
　

ま
つ
ど
国
際
文

化
大
使
・
マ
ー
テ
ィ
ー
ナ
・
ベ
ノ
バ
・

ア
ラ
イ
氏
　

四
十
人
（
会
員
優
先
）

会
員
三
百
円
、
非
会
員
五
百
円

電
話
で

松
戸
市
国
際
交
流
協
会

366
・
７
３
１
０
へ

8

「
戸
定
邸
」
国
重
要
文
化
財
指

定
記
念
俳
句
大
会

12
月
10
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

30
分
　

戸
定
邸
・
戸
定
が
丘
歴
史

公
園
の
吟
行
句
を
、一
人
三
句
提
出
し
、

午
後
１
時
か
ら
市
民
会
館
で
相
互
互
選

の
選
考
会

「
魚
座
」
主
宰
・
今

井
杏
太
郎
氏
　

千
円

※
松
戸
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
に
よ
る
戸
定
邸

等
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。

※
優
秀
作
品
は
、「
広
報
ま
つ
ど
」
に

掲
載
し
ま
す
。

当
日
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
の
間
に
、

直
接
戸
定
邸
前
広
場
へ

松
戸
市
俳
句
連
盟

363
・
３
１
８
５

高
齢
者
の
た
め
の
「
警
備
業
技

能
講
習
会
」〔
全
五
回
〕

12
月
20
日

〜
26
日

松
戸

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
小
金
原
）

市
内
在
住
で
、
再
就
職
を
希
望
し

て
い
る
、
五
十
八
〜
六
十
四
歳
の
人

十
人
（
抽
選
）

無
料
（
テ

キ
ス
ト
代
二
千
円
程
度
実
費
）

12
月
10
日

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
年

齢
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
返
信
用

あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒
271
―
０
０
４

３
松
戸
市
旭
町
一
の
一
七
四
　

松
戸

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（

330
・

５
０
０
５
）
へ

熟
年
男
性
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

12
月
12
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
〔
全
十

回
〕
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
　

女

性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　

高
齢

者
運
動
指
導
士
　

中
高
年
の
男
性

先
着
三
十
人
　

五
千
円

※
無
料
体
験
会
＝
12
月
5
日

午
後
1

時
30
分
か
ら
、
同
会
場
で

電
話
で

人
材
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン

タ
ー
・
松
本

340
・
１
２
８
１
（
水
・

金
曜
日
以
外
の
午
後
７
時
〜
９
時
）
へ

成
年
後
見
相
談
室

毎
月
第
一
・
三
金
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　

松
戸
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
総
合
福
祉
会
館
内
）

高

齢
者
・
障
害
者
の
生
活
や
金
銭
管
理
に

つ
い
て
の
相
談

無
料

電
話
で

し
ぐ
な
る
あ
い
ず
・
早
木

090
・
９
３
４
７
・
８
３
４
６
へ

暮
ら
し
を
楽
し
む
絵
手
紙
教
室

12
月
６
日
か
ら
毎
週
第
一
・
三
水
曜

日
〔
全
八
回
〕
午
前
10
時
〜
正
午
　

八
柱
勝
ど
き
ビ
ル
（
新
京
成
八
柱
駅

下
車
）

日
本
絵
手
紙
協
会
公
認

講
師
　

初
心
者
　

先
着
六
人

一
万
二
千
円
　

電
話
で

人
材
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン

タ
ー
・
中
野

388
・
２
８
８
３
へ

星
空
観
望
会

11
月
25
日

午
後
６
時
〜
８
時
　

市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
と
屋

上
　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
見
学
と
天

体
望
遠
鏡
な
ど
で
月
や
す
ば
る
（
プ
レ

ア
デ
ス
星
団
）
を
観
望
（
雨
天
曇
天
の

場
合
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
み
）

八
十
人
（
要
予
約
）

無
料

※
子
ど
も
は
保
護
者
同
伴
で

電
話
で
同
館

368
・
１
２
３
７
へ

ろ
う
そ
く
で
心
を
灯
す
ス
ロ
ー

ラ
イ
フ
の
夕
べ
〜
百
万
人
の
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
〜

12
月
９
日

午
後
５
時
〜
７
時
　

蔵
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
結
花
（
北
総
線
矢

切
駅
下
車
）

バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ

ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
　

先
着
二
十

四
人
　

三
千
八
百
円
（
飲
み
物
・

軽
食
付
き
）

矢
切
ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
会

361
・
２
１

０
３イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
教
室

11
月
25
日

午
前
10
時
〜
正
午
　

市
民
劇
場
　

先
着
三
十
人
　

無
料

本
日
午
前
10
時
か
ら
、
電
話
で
松
戸

Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

050
・
７
５
４
０

・
３
８
８
９
へ

思
い
っ
き
り
あ
そ
ぼ
っ
！
一
日

体
験
プ
レ
ー
パ
ー
ク

11
月
25
日

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

金
ケ
作
自
然
公
園
　

「
自
分

の
責
任
で
自
由
に
遊
ぶ
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
く
も
の
巣
ロ
ー
プ
・
Y
の
字
ブ

ラ
ン
コ
等
の
野
外
あ
そ
び
　

お

弁
当
・
水
筒
・
汚
れ
て
も
い
い
服
　

百
円
（
保
険
代
を
含
む
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

冒
険
あ
そ
び
場
ま
つ
ど
あ
そ
ぼ
う
よ

・
岡
戸

04
・
７
１
７
６
・
９
４
３
２

野
鳥
観
察
会
（
流
山
）

11
月
26
日

午
前
７
時
50
分
松
戸
駅

東
口
デ
ッ
キ
上
集
合
（
午
後
1
時
ご
ろ

現
地
解
散
、
雨
天
中
止
）

水
田

地
帯
の
冬
鳥
な
ど
の
観
察
　

筆

記
用
具
・
観
察
用
具
等
　

無
料
（
交

通
費
実
費
）

松
戸
み
ど
り
と
花
の
基
金

345
・

９
８
４
６

ご
み
ツ
ア
ー

12
月
13
日

午
前
８
時
50
分
〜
正
午

市
役
所
地
下
玄
関
集
合
〜
日
暮

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
〜
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
〜
和
名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
〜
市
役
所
解
散
　

市
内
在

住
の
人
（
乳
幼
児
の
参
加
不
可
）

二
十
人
　

無
料

※
参
加
人
数
が
、
十
人
未
満
は
中
止
、

十
人
以
上
別
途
申
し
込
み
可
。

11
月
30
日

電
話
で
環
境

業
務
課

366
・
７
３
３
２
へ

ふ
れ
あ
い
教
室
「
朗
読
を
き
く

か
い
」

毎
月
第
二
水
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
　

健
康
福
祉
会
館
（
ふ
れ
あ

い
22
）

松
戸
朗
読
奉
仕
会
会
員

に
よ
る
短
編
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど
の
朗
読

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
お

よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
人
（
付
き
添
い
の

人
と
一
緒
の
参
加
も
可
）

無
料

同
館
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

383
・

７
１
１
１
、

383
・
７
８
１
０

収
穫
祭
・
み
ん
な
の
作
物
で
豚

汁
つ
く
ろ
う
！

12
月
２
日

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

旧
新
松
戸
北
小
学
校
　

乳
幼

児
と
保
護
者
・
小
学
生
・
地
域
の
人

先
着
百
五
十
人
　

四
歳
以
上

百
円
（
保
険
代
）

当
日
直
接
会
場
へ

新
松
戸
子
育
て
協
議
会
・
石
川

080

・
３
０
９
０
・
２
３
３
６
（
火
・
金
曜

日
の
昼
間
の
み
）

「
羽
衣
」
に
み
る
謡
曲
文
の
特
色

11
月
23
日

午
後
５
時
15
分
〜
６
時

市
民
劇
場
　

法
政
大
学
名
誉

教
授
・
表
章
氏
　

無
料

※
松
戸
市
謡
曲
連
盟
「
秋
の
謡
と
仕
舞

の
会
」
の
後
に
開
催
　

同
連
盟
・
杉
本

384
・
６
５
６
６

わ
ら
べ
唄
や
民
話
の
世
界

11
月
29
日

①
午
前
10
時
〜
11
時
30

分
②
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
　

新

松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　

①
昔
話
や

手
あ
そ
び
、
わ
ら
べ
唄
で
遊
ぶ
②
藤
田

浩
子
氏
の
語
り
で
民
話
や
昔
話
を
聞
く

①
二
〜
五
歳
の
親
子
②
成
人
　

①
先
着
十
組
②
先
着
五
十
人
　

①
五
百
円
②
千
円

電
話
で
松
戸
子
ど
も
の
文
化
連
絡
会

・
崎
野

386
・
２
８
３
８
へ

社
交
ダ
ン
ス
中
級
体
験
講
習
会

11
月
30
日
〜
12
月
21
日
の
毎
週
木
曜

日
〔
全
四
回
〕
午
後
７
時
〜
９
時
　

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
　

現
役

若
手
プ
ロ
三
人
の
指
導
で
、
前
半
ル
ン

バ
・
ワ
ル
ツ
、
後
半
チ
ャ
チ
ャ
・
タ
ン

ゴ
　

一
回
五
百
円

小
金
原
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

・
田
中

342
・
７
２
８
３（
夜
間
の
み
）

第
一
回
福
祉
フ
ェ
ア
小
金
原
ふ

れ
あ
い
広
場

12
月
３
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

３
時
　

小
金
原
体
育
館
　

発

足
十
周
年
記
念
式
典
、
小
・
中
学
校
児

童
生
徒
の
記
念
演
奏
会
、和
太
鼓
演
奏
、

豚
汁
コ
ー
ナ
ー
、
も
ち
つ
き
大
会
、
地

元
新
鮮
野
菜
の
特
販
コ
ー
ナ
ー
等

小
金
原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

348

・
７
１
１
５

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
と
市
民

講
座11

月
18
日

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

＝
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
、
午
後
２
時

〜
３
時
＝
市
民
講
座
　

新
松
戸
市

民
セ
ン
タ
ー
　

リ
フ
ォ
ー
ム
の
ポ

イ
ン
ト
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
　

松
戸
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
員
　

無
料同

相
談
員
協
議
会

361
・
９
５
４
５

子
育
て
サ
ロ
ン
「
こ
の
指
と
ま

れ
」12

月
４
日

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
　

女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど
　

親
子
で
自
由
遊
び
　

○

歳
児
と
そ
の
親
　

先
着
三
十
組

無
料
　

電
話
で
女
性
セ
ン
タ
ー

364
・
８
７

７
８
へ

労
協
若
者
自
立
塾
の
ニ
ー
ト
支

援
相
談
・
説
明
会

12
月
10
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

商
工
会
館
別
館
　

同
塾
の
概

要
説
明
と
個
別
相
談
　

無
料

※
若
者
自
立
塾
＝
集
団
生
活
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
職
業

体
験
を
通
し
働
く
心
構
え
を
身
に
付

け
、
若
者
の
職
業
的
自
立
を
支
援
す

る
他
、
ヘ
ル
パ
ー
二
級
取
得
も
可
能

企
業
組
合
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団
芝

山
地
域
福
祉
事
業
所

０
４
７
９
・
７

７
・
２
５
６
６

講
演
「
高
齢
期
を
楽
し
く
豊
か
に
」

11
月
23
日

午
後
１
時
〜
４
時
　

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　

東
葛

病
院
医
師
・
谷
川
智
行
氏
　

先
着

百
二
十
人
　

五
百
円

豊
か
な
高
齢
期
を
つ
く
る
松
戸
市
連

絡
会
・
野
口

385
・
１
８
１
２

な
ん
で
も
相
談
会

11
月
25
日

午
前
10
時
30
分
〜
午
後

３
時
　

伊
勢
丹
松
戸
店
十
一
階
バ

ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム
　

法
律
・

相
続
・
税
金
・
不
動
産
売
買
・
登
記
・

建
築
設
計
・
多
重
債
務
・
年
金
・
社
会

保
険
・
労
働
保
険
・
消
費
生
活
相
談
・

そ
の
他
　

弁
護
士
・
税
理

士
・
司
法
書
士
・
宅
地
建
物
取
引
主
任

者
・
社
会
保
険
労
務
士
・
一
級
建
築

士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・
消
費
生
活
相

談
員
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
他
　

無
料

当
日
会
場
で
、
相
談
員
ご
と
に
先
着

順
で
受
け
付
け
　

松
戸
商
工
会
議
所

364
・
３
１
１
１

普
通
救
命
講
習
会
（
応
急
手
当

の
基
本
コ
ー
ス
）

11
月
24
日

午
前
９
時
〜
正
午
　

消
防
局
五
階
講
堂
　

心
肺
そ
生

法
・
止
血
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
　

先
着
五

十
人
　

無
料

※
修
了
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。

※
一
時
保
育
あ
り
（
要
予
約
、
一
歳
十

カ
月
以
上
就
学
前
ま
で
、
定
員
二
十

人
、
お
や
つ
代
一
人
二
百
円
）

11
月
15
日

・
16
日

の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
の
間
に
、
電
話
で
消
防
救

急
課

363
・
１
１
１
５

野
菊
野
移
動
こ
ど
も
館
「
カ
プ

ラ
造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

11
月
18
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
　

柿
ノ
木
台
公
園
体
育
館

一
万
ピ
ー
ス
の
カ
プ
ラ
で
か
ま
く

ら
や
ビ
ル
を
つ
く
る
　

幼
児
と
保

護
者
・
小
学
生
　

先
着
四
十
人

無
料

本
日
か
ら
、
電
話
で
野
菊
野
こ
ど
も

館

331
・
１
１
４
４
へ

冬
の
青
少
年
教
室
・
わ
く
わ
く

科
学
実
験
！
燃
焼
の
科
学
〔
全
二
回
〕

12
月
2
日

・
9
日

午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
　

青
少
年
会
館

も
の
が
燃
え
る
と
は
？
火
起
こ
し

の
歴
史
を
実
験
し
な
が
ら
た
ど
る
　

た
の
た
の
じ
ゅ
く
・
新
井
秀
樹
氏

小
学
三
年
〜
中
学
三
年
生
　

二
十
人
　

五
百
円

電
話
で
同
会
館

344
・
８
５
５
６
へ

だ
い
す
き
松
戸
！
子
ど
も
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
お
〜
い
！
い
っ
し
ょ

に
あ
そ
ぼ
っ
！
！

11
月
19
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

30
分
　

21
世
紀
の
森
と
広
場
「
つ

ど
い
の
広
場
」

ダ
ン
ボ
ー
ル
の

お
城
づ
く
り
や
ゲ
ー
ム
で
、
お
兄
さ
ん

・
お
姉
さ
ん
と
身
体
全
体
で
思
い
っ
き

り
遊
ぶ
　

五
歳
以
上
二
百
円

※
当
日
一
緒
に
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
募
集

実
行
委
員
会
事
務
局

こ
ぱ
て
ぃ
―

子
ど
も
参
画
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

386
・

１
６
６
６

陸
上
自
衛
隊
松
戸
駐
屯
地
創
立

五
十
四
周
年
記
念
行
事

11
月
19
日

（
雨
天
の
場
合
一
部
中

止
）
午
前
9
時
か
ら
　

自
衛
隊
松

戸
駐
屯
地
　

記
念
式
典
・
音
楽
演

奏
・
訓
練
展
示
・
試
乗
コ
ー
ナ
ー
・
模

擬
店
等

松
戸
駐
屯
地
広
報
班

387
・
２
１
７

１
森
で
工
作
・
観
察
会

11
月
19
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

１
時
　

関
さ
ん
の
森
（
幸
谷
）

幼
児
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

先
着
三
十
人
　

無
料

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
小
金
あ
そ
び
ば

の
会
・
杉
田

343
・
６
８
１
４
へ

も

よ

お
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税
理
士
・
弁
護
士
・
司
法
書
士

合
同
無
料
相
談
会

11
月
25
日

午
前
10
時
〜
正
午
と
午

後
１
時
〜
３
時
　

商
工
会
議
所

先
着
二
十
四
人

千
葉
県
税
理
士
会
松
戸
支
部

366
・

２
１
７
４

は
つ
ら
つ
健
康
大
学
公
開
講
座

12
月
３
日

午
後
１
時
〜
３
時
　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　

生
活
習
慣
病
・
糖
尿
病
と
食
生
活
・

ダ
イ
エ
ッ
ト
　

先
着
五
十
人
　

無
料

※
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
も
行
い
ま
す
。

松
戸
市
薬
業
会

368
・
３
７
６
５

地
域
貢
献
大
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
月
23
日

午
後
４
時
〜
７
時
　

流
通
経
済
大
学
新
松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

①
医
療
講
演
「
消
化
器
ガ
ン
か
ら

身
を
守
る
」
②
寄
席
　

②
落
語
家

・
笑
福
亭
鶴
光
師
匠
　

無
料

電
話
で
有
馬
（
太
陽
ハ
ウ
ス
内
）

343
・
１
１
１
２
へ

和
食
再
発
見
料
理
講
習
会

11
月
25
日

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

松
戸
国
際
高
校
　

中
村
昌
次

氏
　

三
十
人
　

五
百
円
程
度

電
話
で
同
校
ク
ッ
キ
ン
グ
部
・
加
藤

386
・
０
５
６
３
へ

松
戸
村
立
雑
学
大
楽

11
月
19
日

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
（
新
京
成
八
柱

駅
下
車
）

絵
手
紙
の
楽
し
み

日
本
絵
手
紙
協
会
・
中
野
美
代
子

氏
　

無
料

当
日
会
場
へ

石
崎

344
・
２
９
５
１（
夜
間
の
み
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

11
月
26
日

〔
雨
天
の
場
合
は
12
月

２
日

〕
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　

プ
ラ
ー
レ
屋
上
（
松
戸
駅
東
口
下
車
）

リ
サ
イ
ク
ル
運
動
推
進
の
一
環
と

し
て
行
う

※
出
店
者
も
募
集
し
ま
す
（
先
着
七
十

五
組
　

二
千
円
か
ら
）。

リ
サ
イ
ク
ル
運
動
推
進
事
業
協
会
関

東
第
四
支
部

048
・
682
・
２
７
２
８

は
〜
い
ビ
ス
カ
ス
定
例
相
談
会

12
月
５
日

午
後
２
時
〜
５
時
　

ユ
ー
カ
リ
ハ
イ
ツ
一
〇
一
（
JR
北
松

戸
駅
下
車
）

療
育
・
介
護
等
　

精
神
不
安
・
知
的
障
害
児
（
者
）

・
高
齢
者
等
と
そ
の
家
族
　

五
百

円
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
会

367
・

２
８
１
１
へ

認
知
症
介
護
相
談
交
流
会

①
11
月
24
日

②
12
月
12
日

各
午

後
１
時
〜
３
時
　

①
松
戸
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
総
合
福
祉
会
館
内
）
②

馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
　

認
知
症
の

介
護
を
し
て
い
る
人
や
知
り
た
い
人

十
五
人
　

無
料

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
・
田
村

341
・
１
６
１
２

悩
み
事
電
話
相
談
室

毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

生
活
に
つ
い
て
の
悩
み
相
談
（
秘

密
厳
守
）

無
料

※
直
通
電
話
＝

331
・
２
７
７
８

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
松
戸
協
議

会

365
・
７
３
８
９

ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
し
つ
け
セ
ミ
ナ
ー

12
月
３
日

午
後
２
時
〜
３
時
45
分

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　

良

い
飼
い
主
に
な
る
た
め
の
犬
の
飼
い
方

の
基
礎
知
識
　

先
着
五
十
人
　

無
料

※
犬
と
一
緒
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

電
話
で
新
松
戸
動
物
病
院
・
高
橋

346
・
６
０
６
０
へ

ゆ
う
キ
ッ
ズ
・
親
子
で
遊
ぼ
う

①
12
月
４
日

②
12
月
18
日

各
午

前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
　

女
性

セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　

親
子
で

の
自
由
遊
び
と
語
ら
い
他
　

①
一

歳
六
カ
月
〜
一
歳
十
一
カ
月
②
一
歳
〜

一
歳
五
カ
月
　

各
先
着
二
十
組

三
百
円

電
話（
平
日
午
後
８
時
ま
で
）
か
フ
ァ

ク
ス
で

子
育
て
支
援
ぽ
こ
ら
・
有

川

386
・
１
９
０
２
へ

あ
ど
ｒ
ｕ
ｎ
太
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
＆
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

12
月
２
日

午
後
３
時
〜
５
時
　

市
民
劇
場
　

小
学
生
以
上
　

三
百
人
　

大
人
千
五
百
円
、
小

学
生
五
百
円

ぶ
ど
う
の
い
え
・
東

361
・
７
５

６
８マ

マ
さ
ん
ブ
ラ
ス
「
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

11
月
26
日

午
前
10
時
15
分
〜
11
時

15
分
　

森
の
ホ
ー
ル
21

赤

鼻
の
ト
ナ
カ
イ
等
　

無
料

西
村

090
・
２
１
６
３
・
１
９
９
７

講
演
「
世
界
地
図
か
ら
違
っ
た

世
界
が
見
え
る
」

11
月
24
日

午
後
７
時
〜
９
時
　

勤
労
会
館
　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

・
池
上
彰
氏
　

先
着
百
五
十
人

無
料

松
戸
市
に
夜
間
中
学
校
を
つ
く
る
市

民
の
会
・
藤
田

341
・
４
７
０
４

ク
リ
ス
マ
ス
ド
ラ
イ
リ
ー
ス
作
り

11
月
25
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
　

市
民
劇
場
　

先
着
二

十
五
人
　

三
千
円

花
倶
楽
部
・
三
浦

364
・
５
０
２
７

（
午
後
５
時
ま
で
）

介
護
予
防
の
つ
ど
い

11
月
27
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
総
合

福
祉
会
館
内
）

高
齢
者
の
食
生

活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
〜
身
近
な
素
材

で
バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事
に
つ
い
て
学
び

ま
せ
ん
か
　

保
健
福
祉
課
栄
養
士

六
十
五
歳
以
上
の
人
　

無
料

11
月
22
日

ま
で
に
、
電
話
で
矢
切

地
区
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

368
・

７
８
８
５
へ

認
知
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー

12
月
13
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
　

市
民
劇
場
　

「
フ
リ

フ
リ
グ
ッ
パ
ー
」
体
操
の
底
力
〜
認
知

症
予
防
は
地
域
か
ら
〜
　

船
橋
市

桐
畑
町
会
会
長
・
近
藤
正
司
氏
　

先
着
二
百
人
　

無
料

電
話
で
常
盤
平
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

384
・
１
３
３
３
へ

少
年
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

11
月
28
日

午
後
2
時
か
ら
　

京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議
室

先
着
五
人

※
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
課
少
年
セ
ン
タ
ー

366
・
７

４
６
４

ミ
ニ
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
再
生

木
製
品
展
示
・
販
売

12
月
11
日

ま
で
の
午
前

10
時
〜
午
後
4
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
。
ま
た
12
月
11
日
は
午
前
11

時
ま
で
）

12
月
11
日

午
前

11
時
か
ら

12
月
21
日まで

の
現

地
指
定
時
間
内
　

和
名
ケ
谷
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
内

※
当
選
者
に
は
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

ミ
ニ
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

392
・
３

０
５
１
、
環
境
業
務
課

366
・
７
３
３

２

砂
川
美
術
工
芸

館
企
画
展
「
染
色

家
・
芹
沢

介
」

1
月
14
日

ま
で

の
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
5
時
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま

で
、
月
曜
日
休
館
）

砂
川
美
術

工
芸
館
（
柏
駅
下
車
）

人
間
国

宝
に
認
定
さ
れ
て
か
ら
の
作
品
約
九
十

点
を
展
示
　

三
百
十
円
、
高
校
・

大
学
生
百
五
十
円
、
小
・
中
学
生
百
円

同
館

04
・
７
１
６
４
・
６
４
１
３

け

ん

こ

う

 

健
　
康 

健
　
康 

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 

　会場①～③文化ホール、④テント小屋（市役所の前）、⑤～⑧スカイプラザ 
　本日午前10時から、電話で松戸ＩＴボランティア�367－8889へ

午前＝9:30～12:30、午後＝13:30～16:30
※各コースとも受付開始時間に定員を超えた場合はその場で抽選
※受付当日は、お車での来所はご遠慮ください。
※当会員事業所または団体会員メンバーは、割り引きの場合あり。
　11月20日�9:00から、受講料を添えて直接地域職業訓練セン
ター（小金原1の19の3、�349－3200）へ

講座名 日　時 定員
松戸地域職業訓練センター講座

初めてのWindows 12/4�・5�・6�・7�午後

12/11�・12�両日午前と午後

12/14�・15�両日午前と午後

12/2�・9�両日午前と午後

12/5�・6�午前

12/7�・8�午前

12/18�・19�両日午前と午後

12/20�・21�両日午前と午後

1/13～8/11の毎週土曜日〔全30
回〕13:30～16:30（5/5は休講）

Access基礎講座
Access応用講座
インターネット講座
パソコンを使ってみ
よう（60歳以上対象）
社会保険労務士受
験講座

Wordを使った文
書作成講座
Excelを使った表計
算講座Ⅰ
Excelを使った表計
算講座Ⅱ

費用
10人

10人

10人

10人

10人
10人
10人

6人

15人

7,000円

55,000円
※テキスト代実費

　パソコン教室
講座名 日時 定員等 費用

ワードで作る年賀
状講座〔全1回〕
パソコン初級講座
〔全12回〕
入門・孫とメール
講座〔全3回〕

11/24�・28�・29�各
10:30～12:00

①12/6・13・20②1/10・17・
24の水曜日各13:30～15:00

12/5・12・19、1/16・23・30、2/6・13・
20、3/6・13・20の火曜日15:30～17:00

各800円
（テキスト代を含む）各10人

10,000円
（テキスト代を含む）10人

1,000円

パソコンの基礎知
識を学ぶ講座 12/2�10:15～11:45 定員15人

持ち物筆記用具 500円

デジカメ講座基礎・
撮影編〔全1回〕

12/7�、1/11�各13:00～
16:00

デジカメ講座編集
編〔全1回〕

12/14�、1/18�各13:00
～16:00 各5人 各2,000円

デジカメ講座ブログ編（フォ
トアルバム作成）〔全1回〕

12/21�、1/25�各13:00
～16:00

ホームページ作成
体験講座〔全2回〕

12/13・20の水曜日か1/14・
28の日曜日各13:00～14:30 各3人 各2,400円

12,000円

12,000円

12,000円

12,000円

12,000円
12,000円
6,000円

対象60歳以上
定員各6人

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

　会場松戸健康福祉センター（松戸保健所）
※掲載以外の相談はホームページをご覧ください　
　http://www.pref.chiba.lg.jp/hokenjo/matsudo/
※駐車スペースが限られていますので、公共交通機関をご利
用ください。17:30以降は駐車場が閉鎖されます。

　同センター �361－2121

女性のための健康相談
(予約制)

12/7�9:30～10:30、12/12�・
13�13:00～14:00
12/26�13:30～15:30

エイズに関
する相談･
抗体検査

思春期相談(予約制)
精神保健福祉相談
(予約制)

日　　時

松戸健康福祉センター（松戸保健所）
各種無料相談

相　談　名

酒害相談(予約制)

DV来所相談(予約制)

12/21�13:30～14:50
12/21�15:00～16:30

毎週金曜日

酒害家族教室(予約制)
DV電話相談
�361－6651

月～金曜日（祝日を除く）
9:00～17:00

12/5�・19�13:30～14:30

12/5�17:30～19:30
※エイズ相談・検査は匿名可。梅毒、クラミジア、Ｂ型・
C型肝炎の検査も追加可

予約制・
即日検査
夜間

12/5�・19�・26�14:0～16:00

松
戸
子
ど
も
劇
場
の
催
し
物

●
「
わ
く
わ
く
」
さ
ん
役
く
ぼ
た
☆
ま

さ
と
工
作
シ
ョ
ー
＝
12
月
５
日

午
前

11
時
〜
11
時
40
分
と
午
後
３
時
30
分
〜

４
時
10
分
　

森
の
ホ
ー
ル
21

二
歳
以
上
　

各
百
三
十
組
　

千
円
（
親
子
ペ
ア
千
八
百
円
）

●
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
盗
め
！
＝
12
月

10
日

午
後
５
時
〜
７
時
15
分
　

市
民
会
館
　

芝
居
に
魅
せ
ら
れ
て

い
く
少
年
の
舞
台
劇
　

小
学
一
年

生
以
上
　

四
百
人
　

大
人
二

千
五
百
円
、十
八
歳
未
満
千
五
百
円（
前

売
り
の
み
）

同
会
・
青
木

386
・
９
１
５
４

Ｋ
O
Ｙ
O
祭

11
月
18
日

午
前
９
時
15
分
〜
午
後

２
時
30
分
　

県
立
養
護
学
校
流
山

高
等
学
園
　

生
産
物
の
展
示
・
販

売
等同

校

04
・
７
１
４
８
・
０
２
０
０

松
戸
地
方
（
松
戸
・
鎌
ケ
谷
）

特
殊
学
級
合
同
作
品
展

11
月
28
日

〜
12
月
３
日

午
前
10

時
〜
午
後
６
時
　

文
化
ホ
ー
ル

松
戸
・
鎌
ケ
谷
の
特
殊
学
級
、
養

護
学
校
の
児
童
生
徒
が
制
作
し
た
作
品

を
展
示
　

無
料

松
戸
市
立
第
一
中
学
校
・
坂
本

363

・
４
１
７
１

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
一
日
体
験

11
月
28
日

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

タ
ウ
ン
ス
ク
ー
ル
根
木
内
　

ド
ア
の
飾
り
板
に
花
を
描
く
　

初

心
者
　

先
着
二
十
人
　

八
百

円
（
材
料
費
を
含
む
）

ラ
ビ
ッ
ト
マ
マ
・
進
藤

345
・
９
９

４
３
（
午
後
５
時
以
降
）

世
界
の
ク
リ
ス
マ
ス
料
理

12
月
２
日

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

30
分
　

市
民
会
館
　

先
着
四

十
人
　

三
千
円

電
話
（
夜
間
の
み
）
か
フ
ァ
ク
ス
で

04
・
７
１
７
６
・
６
１
２
６
へ

子
ど
も
読
書
応
援
団
・
読
み
聞

か
せ
発
声
講
座
＆
絵
本
勉
強
会

①
11
月
21
日

②
12
月
８
日

各
午

前
９
時
45
分
〜
11
時
45
分
　

市
民

劇
場
　

①
発
声
練
習
②
勉
強
会

①
演
出
家
・
直
井
修
一
氏
②
司
書

①
五
百
円
②
四
百
円

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
会
・
桑
田

346
・
８
１
３
１
へ

た
の
た
の
も
の
づ
く
り
ス
ク
ー
ル

11
月
23
日

午
後
２
時
〜
４
時
　

た
の
た
の
じ
ゅ
く
（
JR
北
松
戸
駅
下

車
）

空
中
に
浮
く
磁
石
そ
の
な

ぞ
を
探
る
　

小
学
生
以
上
　

先
着
二
十
人
　

千
円
（
材
料
費
を

含
む
）

フ
ァ
ク
ス
で
同
会
・
新
井

020
・
４

６
２
３
・
０
２
１
９
へ



松
戸
市
緑
推
進
委
員
会

11
月
27
日

午
後
2
時
30
分
か
ら

市
役
所
新
館
五
階
市
民
サ
ロ
ン

先
着
十
人

※
議
題
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

当
日
午
後
2
時
か
ら
、
直
接
会
場
で

み
ど
り
と
花
の
課
保
全
班

366
・
７

３
７
８

一
芸
発
表
会
の
出
演
者
募
集

３
月
23
日

午
後
６
時
か
ら
　

市
民
劇
場
　

楽
器
演
奏
・
演
舞
・

話
術
・
奇
術
等
を
十
分
以
内
で
発
表
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
）

市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
か
松
戸
が

好
き
な
人
　

無
料
（
発
表
に
関
わ

る
道
具
、
衣
装
代
等
は
自
己
負
担
）

ハ
ガ
キ
で
、
〒
270
―
０
０
０
７
松
戸

市
中
金
杉
四
の
一
一
九
の
三
　
阿
部
辰

数
（

343
・
５
４
６
３
）
へ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

市
民
教
室

11
月
23
日

〔
雨
天
の
場
合
12
月
３

日

〕
午
前
10
時
〜
正
午
　

六
高

台
ス
ポ
ー
ツ
広
場
　

無
料

電
話
で
松
戸
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
協
会
・
加
藤

386
・
３
３
１

４
へ

10

松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
員
を
募
集

毎
月
10
日
と
25
日
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
直
後
の
平
日
）

の
午
後
３
時
か
ら
（
３
月
を
除
く
）

市
内
在
住
で
、
六
十
歳
以
上
の
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

※
会
員
が
不
足
し
て
い
る
職
種
＝
植
木

（
条
件
あ
り
）
・
除
草
・
運
転
（
大

型
を
含
む
）
・
襖
作
業
他

同
セ
ン
タ
ー

330
・
５
０
０
５

野
鳥
は
捕
ま
え
た
り
飼
っ
た
り

で
き
ま
せ
ん
！

野
鳥
は
、
法
律
で
捕
獲
・
飼
養
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
狩
猟
や
特
別
な
許

可
を
受
け
た
場
合
以
外
は
、
捕
獲
・
飼

育
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
野
鳥
の

保
護
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

県
庁
自
然
保
護
課

043
・
223
・
２
９

７
２調

理
師
の
皆
さ
ん
、
就
業
届
け

を
出
し
ま
し
ょ
う

働
い
て
い
る
調
理
師
は
、
就
業
届
け

を
二
年
ご
と
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
12
月
31
日
現
在

の
状
況
を
、
１
月
15
日

ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

千
葉
県
調
理
師
会

225
・
７

７
３
６

松
戸
市
景
観
形
成
検
討
委
員
会

11
月
20
日

午
前
10
時
か
ら
　

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

三
十
人
程
度

都
市
整
備
本
部
企
画
管
理
室
（
景
観

担
当
）

366
・
７
３
５
６

中
小
企
業
の
た
め
の
制
度
を
ご

存
じ
で
す
か
？

●
小
規
模
企
業
共
済
制
度
＝
個
人
事
業

主
や
会
社
役
員
が
、
事
業
を
や
め
た
り

退
職
し
た
場
合
に
、
生
活
の
安
定
や
事

業
再
建
を
図
る
た
め
の
資
金
を
準
備
し

て
お
く
制
度
。

●
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
共
済
（
中
小
企

業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）
＝
取
り
引
き

先
の
倒
産
で
、
経
営
悪
化
の
危
機
に
直

面
し
た
時
に
資
金
を
借
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
、
中
小
企
業
を
守
る
た
め
の

制
度
。

電
話
で
松
戸
商
工
会
議
所

364
・
３

１
１
１
へ

市
民
税
課
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

1
月
17
日

〜
4
月
3
日

（
予

定
）
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
　

四
十
歳
ま
で
の
、
学
生
等
ま
た
は
事

務
経
験
の
あ
る
人
　

二
十
八

人
程
度
　

七
百
八
十
円
（
交
通
費

別
途
支
給
）

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
記
載
の
上
、

直
接
市
民
税
課
（
市
役
所
新
館
二
階
、

366
・
７
３
２
２
）
へ

ち
ば
環
境
再
生
基
金
か
ら
の
助

成
を
公
募
し
ま
す

12
月
1
日

〜
28
日

県
内
の
自
然
環
境
の
保
全
と
再
生

の
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
県
内
で
行
う
活

動
に
対
し
て
経
費
の
一
部
を
補
助
　

①
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
②
体
験

的
環
境
学
習
③
省
資
源
・
リ
サ
イ
ク
ル

助
成
対
象
経
費
の
二
分
の
一

以
内
ま
た
は
五
十
万
円
の
い
ず
れ
か
低

い
額
　

平
成
19
年
4

月
1
日
〜
20
年
3
月
31
日

千
葉
県
環
境
財
団
環
境
再
生
基
金

チ
ー
ム

043
・
246
・
２
０
９
１

会　期 内　容 問い合わせ先

11/21�～26�
根木内墨彩会・北嶋�341－1707
芳静会・田原�363－0016
丹青会・倉田�363－4858
市）教育研究所�366－7461
日本美術会常磐線沿線連絡会・尾崎�344－4996

日本リアリズム写真集団松戸支部・保坂�04－7152－9172
11/19�まで

11/21�～26�
11/21�～26�
11/21�～26�

12/  5�～10�
12/  5�～10� 第13回ザ・糸ぐるま染織展 ザ・糸ぐるま・小林�344－4065
12/  5�～10� 第26回あすなろ会洋画展 あすなろ会・三平�367－4530
12/  6�～10� 生涯創年の会作品展 まつど生涯創年の会・鳥飼�392－3580
12/12�～17�
12/12�～17�

第26回「光は友だち」写真展
日曜水彩画展・子供の絵画造形教室展

第24回グループＫ展

金里フォトクラブ・良知�342－4661
栗原�346－5659

グループＫ・志村�387－5823

11/28�～12/3�
第42回丹青会水墨画展
第37回松戸地方特殊学級・養護学校合同作品展
日本美術会第4回「東葛の美術家展」

日本リアリズム写真集団松戸支部第13回写真展「海月」

開館時間10:00～18:00
※月曜日は休館

第9回根木内墨彩会作品展
かな書道芳静会書展

博物館（21世紀の森と広場内）

ハイビジョン映像 
①＜白への幻想－陶磁器の究極に挑む名工たち－第4巻＞「用の美～
民芸が伝えてきた白」＜30分＞　 
②＜白への幻想－陶磁器の究極に挑む名工たち－第5巻＞「炎の生み
だす神秘－釉薬と土の饗宴－」＜30分＞ 
　会場講堂　費用無料 
※11/18�、12/3�は講演会開催のため、13:15からの上映は中止。
※音声の聞き取りにくいお客様のために、一部の席にヘッドフォン
　をご用意しています。係員に声をおかけください。

①11/30�まで
②12/1�～27�
各13:15と15:15
から上映（土・
日曜日、祝日は
11:00からも上
映）

11/19�14:30
～15:30

11/30�まで

学芸員連続講演会⑥｢戦国の城をさぐる」 
　会場常設展示室・講堂　定員当日先着80人　費用200円 
※終了後、希望の人には企画展解説を行います（企画展観覧券が必要）。

11/18�13:00
～15:00

企画展「戦国の城をさぐる」展示解説会 
　会場企画展示室　講師当館学芸員　費用企画展観覧料が必要

エントランス展示 　「ガンダーラにみられる植物文様」 
　内容古代オリエント博物館で開催されている「シルクロード～華麗
な植物文様の世界～」に関連して当館所蔵の資料を展示する。

期　間 内　容

休館日月曜日（祝・休日の場合は開館し、翌日休館）・第4金曜日(11月は開館)・年末
年始（12/28～1/4）　開館時間9:30～17:00（入館は16:30まで）　常設展観覧料一般
300円（240円）、高・大学生150円（100円）、小・中学生100円（60円）〔（　）内
は団体料金／20人以上〕
※市内在住の身体障害者手帳または療育手帳を持っている人とその介護の人、市内在　
住の70歳以上の人および、土曜日に限り小・中学生は観覧無料です。　 

ガイドツアー（常設展示解説）毎日10:00と14:00からの30分間（参加者は観覧料が必要）
※来館者専用の駐車場はありませんので、21世紀の森と広場の有料駐車場をご利用ください。

文化ホールギャラリー

通常展Ⅱ「徳川昭武の歩んだ幕末・明治」
　内容徳川昭武と兄慶喜に関わる多種多様な資料を、1867年パリ万博、
戸定邸で使われていた美術工芸品、共通の趣味であった写真作品などのコ
ーナーに分けて展示します。なお、会期中に展示品の入れ替えを行います。

休館日月曜日(祝日の場合は開館し、翌日休館) 開館時間9:00～17:00（入館は
16:30まで）　入館料一般150円（120円)、高校・大学生100円（80円）、小・中学生
50円（40円）。戸定邸との共通入館券はそれぞれ一般240円（200円）、高校・大学生
160円（120円）、小・中学生80円（60円）。〔(　)内は団体料金/20人以上〕
※市内在住の身体障害者手帳または療育手帳を持っている人とその介護の人、市内在
住の70歳以上の人および、土曜日に限り小・中学生は入館無料です(戸定邸を含む)。

1/8�まで

会期 展覧会名

戸定歴史館

11
月
24
日

に
市
立
病
院
心
療

精
神
科
外
来
が
休
診
し
ま
す

同
病
院
同
外
来

363
・
２
１
７
１
内

線
２
１
２
０

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
お
よ
び
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
運
営
委
員
会

11
月
30
日

午
後
２
時
30
分
か
ら

市
役
所
新
館
七
階
会
議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す
。

介
護
支
援
課

366
・
７
３
７
０

社
会
保
険
事
務
所
の
年
金
相
談

電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た

県
内
の
年
金
相
談
電
話
番
号
が
全
国

共
通
電
話
番
号
に
な
り
ま
し
た
。
相
談

は
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
平
日
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）
へ

◎
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談
＝

０

５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

◎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
の
年
金
相

談
＝

０
５
７
０
・
０
７
・
１
１
６
５

国
民
年
金
課

366
・
７
３
５
２
、
松

戸
社
会
保
険
事
務
所

345
・
５
５
２
５

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
常
勤
指

導
員
を
募
集

あ
り
の
み
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
（
二
十
世
紀
が
丘
丸
山
町
）

一
人
　

教
員
ま
た
は
保
育
士

の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

※
そ
の
他
委
細
面
談

松
戸
市
学
童
保
育
の
会
・
柳
舘

388

・
３
３
４
７

狩
猟
が
始
ま
り
ま
す

11
月
15
日
〜
2
月
15
日
が
狩
猟
期
間

で
す
。
狩
猟
者
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、
事

故
が
な
い
よ
う
安
全
な
狩
猟
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

県
庁
自
然
保
護
課

043
・
223
・
２
９

７
２ふ

る
さ
と
便
・
松
戸
特
産
矢
切

の
ネ
ギ
を
販
売

11
月
24
日

〜
12
月
15
日

12
月
4
日

〜
25
日

JA
ま
つ
ど
経

済
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
JA
ま
つ
ど
各
支
店

泥
ネ
ギ
葉
付
き
七

で
二
千
円
（
税

込
み
・
送
料
別
・
代
金
前
払
い
予
約
）

直
接
同
経
済
セ
ン
タ
ー
（

341
・
５

１
５
１
）
ま
た
は
各
支
店
（
土
・
日
曜

日
・
祝
日
を
除
く
）
ヘ

期間 まで

東 おしゃれなニット作品展
高野 386－5915

おもしろ工房作品展
松田 366－1148

西 松戸川柳会作品展
米島 344－5916

矢切陶芸教室作品展
辻 368－0022

野草・雑草・薬草・木の花
阿部 090－4221－6197
木目込み人形展示会
羽川 342－8229

松戸駅市民ギャラリー

10月5日
に八ケ崎の
消防訓練セ
ンターで松
戸市屋内消
火栓操法大
会」が開催されました。この大
会は、市内の百貨店・工場・官
公庁等の事業所に設置されてい
る屋内消火栓設備の取り扱いに
習熟し、初期消火に万全を期す
ることを目的としています。悪
天候の中、62事業所73チーム
272人が参加し、白熱した競技
が展開されました。
男子の部優勝＝ 精工技研、準
優勝＝ 吉野工業所松戸工場
女子の部優勝＝馬橋接骨院第1
班、準優勝＝ 伊勢丹松戸店
消防局予防課 363―1114

ス
ポ
ー
ツ 

ス
ポ
ー
ツ 

体育指導委員主催の教室

グラウンド・
ゴルフ教室

新松戸中
央公園

体育指導委員･楠井
�343－2635

グラウンド・ゴルフ
教室〔雨天中止〕

11/19� 幸谷小学校 体育指導委員･泉
�343－9979

ファミリース
ポーツ教室

新松戸西
小学校

体育指導委員･香川
�343－5580

軽スポーツ教
室 11/26� 常盤平第

一小学校 
体育指導委員･宍戸

�389－8415
　内容�ファミリーバドミントン、ラージボール卓球�グラウ
ンド･ゴルフ、ソフトバレー、ファミリーバドミントン　時間
9:00～12:00　対象�初心者または小学生　費用100円(保険料)  
　当日会場へ

教室名 期日 会場 問い合わせ

�

�

�

�

21世紀の森と広場パークセンター
行事名 日　時 講師 定員/費用

毎週水・土・日曜日と祝日の10:00～
12:00と13:00～15:30

みどりの相談員による花や緑に関する
相談（電話でも受け付けます）相　談

開館時間…9:00～16:00　休館日…月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）
※バーベキューのお問い合わせは�385―1815または�384―2234へ

　電話でパークセンター�345―8900へ（9:00～17:00）

野草ウォッチング（雨
天中止）
みどりの講習会「室内で
楽しめるクリスマスの寄
せ植えとトピアリー」
園芸教室「生ヒバで作
るクリスマスリース」

12/2�10:00～
11:30

12/9�13:30～
15:00

12/10�13:30
～15:00

自然解説員・加藤
裕一氏
ガーデンコーディ
ネーター・杉田佳
子氏
みどりの相談員・
丸尾三恵子氏

　定員当日先着25人
費用無料

　定員先着30人（要
申込）　費用2,000円

　定員先着20人（要
申込）　費用2,000円

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 



11

健
友
会
（
健
康
体
操
）

毎
週
土
曜
日
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

運
動
公
園
小
体
育
室
　

ス
ト

レ
ッ
チ
・
リ
ズ
ム
体
操
・
レ
ク
ダ
ン
ス

等
　

女
性
　

月
二
千
円
（
入

会
金
千
円
）

桑
原

365
・
４
８
０
５

健
康
体
操
ま
つ
ひ

毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

松
飛
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　

健

康
体
操
、
ダ
ン
ス
等
　

女
性
　

月
千
五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

大
内

385
・
２
４
０
６

ひ
ゃ
く
え

毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時
　

運
動
公
園
武
道
館
多
目
的
室
　

健
康
維
持
増
進
を
図
る
気
功
・
太
極
拳

・
健
康
体
操
　

月
五
千
円
（
入
会

金
な
し
）

秋
重

090
・
２
３
３
０
・
０
６
４
４

さ
わ
や
か
体
操
ク
ラ
ブ

月
五
回
程
度
（
火
・
金
曜
日
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分
　

青
少
年
会
館

ス
ト
レ
ッ
チ
・
リ
ズ
ム
体
操
　

五
十
歳
以
上
　

五
〜
六
人
　

月
千
五
百
円
（
入
会
金
千
五
百
円
）

風
早

346
・
０
３
３
２

健
康
体
操
ひ
ま
わ
り

毎
週
月
曜
日
（
第
四
を
除
く
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
　

小
金
原
体
育

館
　

ス
ト
レ
ッ
チ
・
リ
ズ
ム
体
操

他

女
性

月
千
五
百
円
（
入

会
金
千
円
）

佐
藤

341
・
６
４
２
２

健
康
体
操
す
い
星

毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

柿
ノ
木
台
公
園
体
育
館
　

ス

ト
レ
ッ
チ
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
リ
ズ
ム

体
操
・
ダ
ン
ス
　

成
人
女
性
　

月
二
千
円
（
入
会
金
千
円
）

多
田

360
・
１
１
６
１

若
が
え
り
の
秘
法
・
チ
ベ
ッ
ト

体
操毎

週
水
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

八
柱
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
（
新
京
成

八
柱
駅
下
車
）

正
し
い
呼
吸
で

ス
ト
レ
ッ
チ
と
チ
ベ
ッ
ト
体
操
　

バ
ス
タ
オ
ル
・
動
き
や
す
い
服
装

一
回
千
五
百
円
（
入
会
金
な
し
）

加
藤

090
・
９
８
２
５
・
２
１
１
８

ヨ
ガ
体
操
サ
ー
ク
ル

毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

矢
切
神
社
会
館
　

成
人
女
性

月
三
千
円
（
入
会
金
千
円
・
会
場

費
別
）

朝
井

362
・
８
３
３
４

八
ケ
崎
健
康
体
操
ク
ラ
ブ

毎
週
月
曜
日
午
前
９
時
〜
10
時
30
分

八
ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　

ス

ト
レ
ッ
チ
・
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
ボ
ー
ル

運
動
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
　

五
十

五
歳
以
上
の
女
性
　

三
十
人
　

月
二
千
三
百
円
（
入
会
金
千
円
）

望
田

343
・
９
１
４
８

松
戸
女
声
合
唱
団

毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
０
時

30
分
　

市
民
会
館
　

月
四
千

円
（
入
会
金
五
百
円
）

根
本

391
・
４
４
５
２

ポ
プ
ラ
の
会

毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時
　

ス
ナ
ッ
ク
マ
イ
ル
ド
（
新
京
成
み
の

り
台
駅
下
車
）

ピ
ア
ノ
伴
奏
で

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
等
を
歌
う
　

一
回
千

円
（
入
会
金
千
五
百
円
）

小
出

389
・
８
９
３
６

根
木
内
ジ
ョ
リ
ー
コ
ー
ラ
ス

毎
週
金
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時
　

小
金
原
体
育
館
　

女
性
　

月
四
千
円
（
入
会
金
千
円
）

高
橋

343
・
１
５
０
６

童
謡
を
楽
し
む
会

毎
月
第
二
火
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時

30
分
　

女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど
　

ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
歌
う

月
千
円
（
入
会
金
千
円
）

津

362
・
２
８
１
５

あ
じ
さ
い
合
唱
団

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時
　

小
金
北
市
民
セ
ン
タ
ー
　

月
三

千
五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

苅
部

345
・
６
６
４
４（
夜
間
の
み
）

東
葛
混
声
合
唱
団

毎
月
三
回
土
曜
日
午
後
6
時
〜
9
時

市
民
会
館
他
　

合
唱
曲
全
般

学
生
以
上
　

月
三
千
円
（
学

生
は
月
千
円
、
入
会
金
千
円
）

小
林

384
・
７
６
２
１

ジ
ョ
イ
フ
ル
コ
ー
ラ
ス

毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時
　

市
民
会
館
　

女
声
合
唱
組
曲
・

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
他

月
三
千
五
百

円
（
入
会
金
千
円
）

岸
野

320
・
８
８
０
５

馬
橋
東
ペ
ン
習
字
サ
ー
ク
ル

毎
月
第
二
・
四
月
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
　

馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー

月
千
六
百
円
（
入
会
金
千
円
）

小
柿

364
・
９
１
７
６

昌
華
文
化
サ
ー
ク
ル
（
習
字
）

毎
週
火
曜
日
午
後
３
時
〜
８
時
　

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
他
　

月

三
千
二
百
円
（
入
会
金
千
円
）

大
久
保

345
・
６
９
５
８

二
十
世
紀
が
丘
ペ
ン
習
字
サ
ー

ク
ル毎

月
第
二
・
三
・
四
月
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午
　

二
十
世
紀
が
丘
市
民

セ
ン
タ
ー
　

基
礎
か
ら
　

月

二
千
五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

鈴
木

372
・
８
３
５
１

高

松
戸
青
年
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　

二

〜
三
十
歳
代
の
初
級
者
　

月
二
千

五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

竹
内

090
・
８
４
８
９
・
９
８
０
３

小
金
原
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
木
曜
会

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時
　

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
　

多
少

社
交
ダ
ン
ス
の
経
験
が
あ
る
人
　

月
三
千
円
（
入
会
金
な
し
）

横
沢

090
・
９
２
４
３
・
８
２
７
６

ふ
れ
あ
い
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎
週
日
曜
日
午
後
６
時
〜
９
時
　

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　

ベ
ー

シ
ッ
ク
フ
ィ
ガ
ー
中
心
　

月
三
千

円
（
入
会
金
千
円
）

西

344
・
５
６
９
１

Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ａ
　
Ｃ
Ｏ
Ｎ
　
Ｃ
Ｌ

Ａ
Ｓ
Ｅ

毎
週
日
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
　

新
松
戸
文
化
教
室
　

ア
メ
リ
カ

ン
ス
タ
イ
ル
の
サ
ル
サ
ダ
ン
ス
　

四
回
券
で
四
千
円
（
入
会
金
な
し
）

カ
ル
メ
ン

080
・
３
４
５
２
・
３
５

０
８
（
午
後
5
時
以
降
）

二
十
世
紀
が
丘
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎
週
日
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
　

二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
　

現
役
プ
ロ
講
師
が
指
導
　

中
級

月
四
千
円
（
入
会
金
二
千
円
）

上
杉

363
・
０
１
４
０

フ
ラ
サ
ー
ク
ル
21
世
紀

毎
週
金
曜
日
午
後
６
時
〜
８
時
　

二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
　

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
　

月
三
千
五

百
円
（
入
会
金
千
円
）

初
野

362
・
８
０
４
５

カ
ト
レ
ア
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
研

究
会毎

週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
　

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　

ペ
ア

レ
ッ
ス
ン
を
プ
ロ
講
師
が
ペ
ア
で
指
導
　

中
級
者

月
三
千
円
（
入
会

金
千
円
）

岡
本

342
・
６
９
９
０

社
交
ダ
ン
ス
　
ス
テ
ッ
プ
21

毎
週
土
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
　

勤
労
会
館
　

プ
ロ
講
師
が
指
導

多
少
踊
れ
る
人
　

月
三
千
円

（
入
会
金
千
円
）

梶
原

363
・
１
６
８
８

社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
松
踏
会

毎
週
火
曜
日
午
後
５
時
〜
９
時
　

市
民
会
館
、
勤
労
会
館
　

女
性

プ
ロ
講
師
に
よ
る
レ
ッ
ス
ン
　

中

級
程
度
の
人
　

月
三
千
五
百
円

（
入
会
金
千
円
）

小
室

363
・
３
５
２
４

ベ
ー
シ
ッ
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎
月
四
回
火
曜
日
①
午
前
９
時
15
分

〜
９
時
55
分
②
午
前
10
時
〜
正
午
　

小
金
市
民
セ
ン
タ
ー

①
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
た
練
習
、
ぺ
ア
講
師
が
指

導
②
基
本
を
重
視
　

①
月
千
円
②

月
二
千
円
（
入
会
金
な
し
）

田
中

346
・
３
９
０
７

英
語
サ
ー
ク
ル
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ

毎
月
第
一
・
二
・
三
金
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午
　

北
部
小
学
校
　

ト
ラ
ベ
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
　

月

二
千
五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

田
中

362
・
７
３
５
７

ド
イ
ツ
語

毎
月
第
二
・
四
土
曜
日
午
後
１
時
30

分
〜
５
時
　

五
香
市
民
セ
ン
タ
ー

会
話
　

成
人
　

月
二
千

円
（
入
会
金
な
し
）

鈴
木

386
・
３
１
２
４

優
し
い
英
会
話
グ
リ
ー
ン
テ
ィ
ー

毎
月
三
回
金
曜
日
午
前
11
時
〜
正
午

市
民
会
館
　

五
十
歳
以
上
の

初
級
者
　

月
四
千
円
（
入
会
金
な

し
）小

野

090
・
２
２
３
４
・
９
２
９
６

松
戸
中
国
語
学
習
会

毎
月
第
一
〜
四
木
曜
日
（
祝
日
は
除

く
）
午
後
７
時
〜
９
時
　

市
民
会

館
　

初
級
程
度
の
会
話
　

月

四
千
円
（
六
カ
月
分
前
納
、
入
会
金
な
し
）

佐
藤

365
・
４
０
５
７

ゆ
っ
く
り
学
ぶ
中
国
語
会

毎
週
木
曜
日
（
第
五
木
曜
日
・
祝
日

を
除
く
）
午
後
６
時
〜
８
時
30
分
　

市
民
会
館
　

会
話
中
心
　

初
級
後
期
か
ら
中
級
　

月
三
千
五

百
円
（
入
会
金
な
し
）

岩
田

362
・
６
６
２
６

常
盤
平
英
会
話
サ
ー
ク
ル
「
け

や
き
」

毎
週
水
曜
日
午
前
11
時
〜
正
午
　

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　

入
門

・
初
級
　

三
千
八
百
円
（
入
会
金

な
し
）

山
内

388
・
７
５
１
０
（
午
後
７
時

以
降
）

油
絵
サ
ー
ク
ル
稔
ア
ー
ト

毎
月
第
一
〜
三
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
１
時
　

稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

人
物
中
心
に
静
物
等
　

月
四

千
円
（
入
会
金
二
千
円
）

津
曲

384
・
７
２
２
１

油
絵
サ
ー
ク
ル
貝
の
花

毎
月
第
一
〜
三
木
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
　

貝
の
花
小
学
校
　

月

五
千
円
（
モ
チ
ー
フ
代
を
含
む
、
入
会

金
二
千
円
）

土
田

344
・
７
１
８
７

松
戸
ク
ロ
ッ
キ
ー
の
会

毎
月
三
回
金
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜

９
時
　

市
民
会
館
　

人
物
モ

デ
ル
に
よ
る
ク
ロ
ッ
キ
ー
の
実
習
　

月
四
千
円
（
入
会
金
五
千
円
）

細
谷

384
・
４
７
３
６

サ
ー
ク
ル
小
袖
会

毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時
と
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
　

二
十

世
紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
　

着
く

ず
れ
し
な
い
着
付
け
　

月
二
千
五

百
円
（
入
会
金
二
千
五
百
円
）

遠
藤

391
・
２
０
８
５

鎌
倉
彫
桂
雅
会

毎
月
第
一
・
三
火
曜
日
午
前
９
時
〜

正
午
　

市
民
会
館
　

月
二
千

三
百
円
（
材
料
費
別
、
入
会
金
な
し
）

丸
山

364
・
８
５
２
８

碁
楽
会
（
囲
碁
）

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
午
後
１
時
〜

６
時
　

碁
楽
会
（
緑
ケ
丘
）

六
十
歳
以
上
の
人
　

月
三
千
円

（
入
会
金
な
し
）

伊
藤

364
・
１
６
６
１

茶
道
を
楽
し
む
（
松
風
）
会

毎
月
第
一
・
三
木
曜
日（
月
一
回
可
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分
と
午

後
2
時
〜
4
時
　

松
雲
亭
（
戸
定

が
丘
歴
史
公
園
内
）

各
二
十
人

一
回
千
五
百
円
（
和
菓
子
代
を
含

む
・
入
会
金
な
し
）

野
口

090
・
６
５
１
０
・
２
１
３
０

手
作
り
パ
ン
の
会

毎
月
第
四
金
曜
日
①
午
前
10
時
30
分

か
ら
②
午
後
１
時
30
分
か
ら
　

市

民
会
館
　

手
こ
ね
に
よ
る
パ
ン
作

り
　

三
回
五
千
円
（
入
会
金
な
し
）

本
吉

090
・
３
８
１
５
・
８
０
１
８

モ
ン
チ
ッ
チ
ズ
（
育
児
サ
ー
ク
ル
）

メ
イ
ク
ラ
ブ
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

自
主
保
育
・
お
む
す
び

★
都
合
に
よ
り
、
会
場
等
が
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★
詳
し
い
内
容
等
は
、
主
催
者
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

歌 歌 

習
字 

習
字 

語
学 

語
学 

絵
画 

絵
画 

ダ
ン
ス 

ダ
ン
ス 

体
操 

体
操 

そ
の
他 

そ
の
他 
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紅葉が見ごろな戸定が丘歴史公園内で、ボランティ
アグループ「松戸シティガイド」が茶店を開きます。
どなたでもお気軽にお越しください。
11月26日 午前10時～午後3時まで〔雨天決行〕
戸定が丘歴史公園内「松雲亭」 当日先着200人
500円（抹茶・お菓子付き）

※駐車場が少ないため、お車での来場はご遠慮ください。
松戸市観光協会事務局（商工観光課内） 366ー

7327

千葉大学園芸学部と戸定が丘歴史公園を結ぶ「戸定
が丘緑の回廊」を、松戸シティガイドがご案内します。
12月2日 ・3日 午前10時～11時と午後1時～2時

〔小雨決行〕 戸定歴史館駐車場内売店前（松戸
駅東口下車徒歩10分） 戸定が丘歴史公園～緑の
回廊門～千葉大学園芸学部庭園群を歩いて見学　
各回先着50人　 歩きやすい靴、飲み物等　
200円（資料代等）
※団体10人以上は別途相談
※一部足場の悪い場所があります。
松戸まちづくり交流室テント小屋 308－5200

（火・日曜日休館）、ツアー当日は石田 090－9977－
1731

青少年健全育成の一環として、市内小・中学生を対象に今年度も「思い
やり」をテーマにポスターを募集したところ、62校から合計2､171点の
応募があり、203点が入賞しました。
銅賞以上の作品124点は、11月16日 ～30日 の間、市役所1階連絡
通路に展示します。（最終日は午後3時まで）
明るい社会づくり運動松戸協議会 365－7389

11月29日 午後1時30分常盤平駅南口集合（午
後4時解散予定） 常盤平にある、知られざる
巨木林や巨樹を求めて団地内や北口の囲いやまの
森を訪ね、みどりと暮らす豊かさを再発見する

樹木医・真嶋好博氏
市内在住で初めて参

加する人 30人（抽
選） 無料
11月20日 〔必着〕ま

でに、往復ハガキに住所・
氏名（ふりがな）・人数
（1枚に2人まで）・電話番
号・返信用あて名を記入
して、〒271－8588松
戸市役所　みどりと花の
課（ 366－7378）へ

巨樹・古木めぐり～常盤平の緑のお宝発見～ 常盤平で珍しいチョウが目撃されました 

「戸定が丘緑の回廊」 

松戸シティガイドによる 

入賞者決定 

先日、広報担当室へ一通の手紙が届きました。内
容は、ツマグロヒョウモンという、この辺りでは珍
しいチョウに関する情報提供でした。確認してみる
と、このチョウは、以前は西日本でしか見られなか

ったものの、近年
の温暖化の影響で、
10年ほど前から常
盤平周辺で確認さ
れるようになった
とのこと。
もしかしたら、

他にもっと珍しい
チョウが飛んでい
るかも…。その際
には、ぜひ広報担
当室へお知らせを。

を
子
ど
も
た
ち
が
占
め
る
。

自
分
の
道
場
を
構
え
た
こ
と
で
、
普
段

の
稽
古
が
充
実
し
て
き
た
。
道
場
生
み
ん

な
が
応
援
し
て
く
れ
る
か
ら
で
も
あ
る
。

が
、
そ
れ
以
上
に
、
指
導
を
す
る
こ
と
で
、

責
任
感
が
強
く
な
っ
た
か
ら
だ
。「
稽
古

に
来
る
人
に
、
あ
れ
を
や
れ
こ
れ
を
や
れ

と
言
っ
て
い
る
自
分
が
、
ち
ゃ
ん
と
し
た

稽
古
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
説
得
力
も
な

い
し
、
相
手
に
伝
わ
ら
な
い
で
す
。
ち
ゃ

ん
と
や
っ
て
い
る
人
の
言
葉
は
、
重
み
が

違
い
ま
す
か
ら
」

特
に
子
ど
も
は
、
す
ぐ
に
見
抜
く
。
指
導
す
る

側
が
少
し
気
の
抜
け
た
こ
と
を
し
て
い
る
と
、
子

ど
も
た
ち
も
だ
ら
け
て
声
が
小
さ
く
な
っ
て
し
ま

う
し
、
一
生
懸
命
稽
古
を
し
て
い
る
と
、
掛
け
声

の
大
き
さ
が
自
然
に
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
く

る
と
い
う
。

高
校
卒
業
間
際
に
、
故
郷
・
群
馬
で
始
め
た
空

手
。
懸
命
に
稽
古
す
る
こ
と
で
、
昨
年
重
量
級
で

世
界
を
征
し
た
。
肉
体
的
・
精
神
的
に
も
強
く
な

っ
た
。
空
手
し
か
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な

自
分
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
み
ん
な
が
良
い
方
向

に
向
か
っ
て
く
れ
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
勝
つ
こ
と
に
強
く
こ
だ
わ
る
。「
世

界
大
会
で
も
、
目
指
す
の
は
優
勝
だ
け
で
す
。
参

加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
の
は
、子
ど
も
だ
け
。

大
人
に
な
っ
た
ら
、
正
々
堂
々
と
戦
っ
て
、
勝
つ
。

そ
こ
に
意
義
が
あ
る
」
と
語
る
塚
越
さ
ん
。
応
援

し
て
く
れ
る
道
場
生
に
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
い
う

最
高
の
形
で
応
え
る
た
め
に
、
来
年
無
差
別
級
世

界
大
会
に
挑
戦
す
る
。

（
二
ツ
木
在
住
）

10
月
22
日
、
東
京
体
育
館

で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ン
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
全
日
本
空
手
道
選

手
権
大
会
（
新
極
真
会
）
の

決
勝
戦
に
、
塚
越
孝
行
さ
ん

は
立
っ
て
い
た
。
闘
い
は
、

本
戦
三
分
、
延
長
二
分
を
終

え
、
再
延
長
二
分
に
突
入
し

よ
う
と
し
て
い
た
。
再
延
長

も
引
き
分
け
に
な
っ
た
場
合
、

体
重
差
で
勝
敗
が
決
め
ら
れ

る
。
そ
う
な
る
と
、
相
手
よ

り
十

以
上
重
い
塚
越
さ
ん
の
負
け
が
決
ま
る
。

果
敢
に
攻
め
に
出
た
が
、相
手
の
反
撃
も
厳
し
い
。

二
分
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
判
定
は
引
き

分
け
。
準
優
勝
に
終
わ
っ
た
。

表
彰
式
を
終
え
、
応
援
に
来
て
く
れ
た
道
場
の

教
え
子
た
ち
に
囲
ま
れ
た
。
幼
稚
園
に
通
う
子
ど

も
が
、「
先
生
、
何
で
負
け
ち
ゃ
っ
た
の
？
」
と
無

邪
気
に
聞
い
て
く
る
。「
ご
め
ん
ね
、
今
度
は
ち

ゃ
ん
と
勝
っ
て
く
る
か
ら
ね
」
と
言
い
な
が
ら
、

内
心
非
常
に
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
た
。「
子
ど

も
た
ち
に
は
、
努
力
す
る
大
切
さ
、
頑
張
る
大
切

さ
を
第
一
に
教
え
て
い
ま
す
。
で
も
、
大
人
に
な

っ
た
ら
努
力
す
る
の
は
当
た
り
前
で
す
。大
人
は
、

当
た
り
前
に
努
力
し
た
上
で
、
結
果
を
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
に
身
を
も
っ
て

見
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
一
番
悔
し
い
」

昨
年
十
二
月
、
JR
新
松
戸
駅
近
く
に
、
初
め
て

自
分
の
空
手
の
道
場
を
開
い
た
。
最
初
は
、
重
量

級
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
そ
の
名
声
を

知
っ
て
入
門
す
る
人
が
多
か
っ
た
。
現
在
は
、
所

属
す
る
お
よ
そ
六
十
人
の
道
場
生
の
う
ち
、
半
分

新極真会
全日本空手道選手権大会準優勝

塚越 孝行 さん




